強かった が、 でも 涼しい 朗 かな 眼 —— 主税は 稀に 見る 

美 青年であった。 

その 主税の 秀麗な 姿が、 曲独楽 定席の この 小屋 を 出 

たの は、 それから 間もなく のこと であり、 小屋の 前に 

延びて いる 盛 場の、 西 両国の 広小路 を、 両国 橋の 方へ 

歩いて 行く のが、 群集の 間に 雑って 見えた。 

もう 夕暮 ではあった けれど、 ここ は 何とい う 雑踏な 

のであろう。 

ぉリ すけ げじょ おのぼりさん 

武士、 町人、 鳶ノ 者、 折 助、 婢女、 田舎者、 職人 か 

ら 医者、 〔# 「医者、」 は 底本で は 「医者 匕 野 封 巾 間、 芸者 

うさよ 

茶屋 女、 女房 子供 —— あらゆる 社会の 人々 が、 忙し そ 



のどか 

うに 又 長閑そう に、 往 くさ 来る さしてい るで はない か _ 

無理 もない！ 歓楽 境な の だから。 

だから 往来の 片側に は、 屋台店が 並んで おり、 見 世 

のぼり 

物 小屋が 立って おり、 幟 や 旗が はためい ており、 また 

反対の 片側に は、 隅 田 川に 添って 土地 名物の 「梅 本」 

だの 「うれし 野」 だのと いうよう な、 水茶屋が 軒 を 並 

ベて いた。 

主税は 橋の 方へ 足 を 進めた。 

橋の 上まで 来た 時で ある、 

「おや」 と 彼 は 眩いて、 左の 袖へ 手 を 入れた。 

「あ」 と 思わず 声 を あげた。 



袖の 中には 小 独楽が 入って いたから である。 

( 一 体 これ はどうした というの だ) 

てのひら 

独楽 を 掌 の 上へ 載せ、 体 を 欄干へ もたせかけ、 主 

税は ぼんやり 考え込んだ。 

が、 ふと 彼に 考えられ たこと は、 あやめが 舞台から 

彼の 袖の 中へ、 この 独楽 を 投げ込んだ という ことで 

あった。 

(あれほど の芸の 持主な の だから、 それく らいの こと 

は 出来る だろう が、 それにしても 何故に 特に 自分へ こ 

のよう な こと をした のだろう？) 

これが 不思議で ならなかった。 



いろいろの 文字 を 現わす らしい」 

(そうする とこの 独楽に は 秘密が ある ぞ) 

主税 はにわ かに 興味 を 感じて 来た。 

すると、 その 時 背後から、 

「お 武家、 珍しい もの をお 持ち だの」 と 鯖の ある 声で 

言う ものが あ つ た。 

驚いて 主税は 振り返って 見た。 

三十 五六の 浪人ら しい 武士が、 微笑 を 含んで 立って 

いた。 

おおた さ 

髪 を 総髪の 大 束に 結び、 素足に 草履 を 穿いて いる。 

夕陽の 色に 照らされて いながら、 なお 蒼白く 感じられ 



る ほど、 その 顔色 は 白かった。 左の 眼に 星の 入って い 

るの が、 いよいよ この 浪人 を 気味 悪い ものにして いた。 

「珍ら しい もの？ 何で ござるな？」 

主税は 独楽 を 掌に 握り、 何気な さそう に 訊き返した。 

「貴殿、 手中に 握って おられる もので」 

「はは あこれ で、 独楽で ござる か。 アツ ハツ ハツ、 子 

供 騙しの ような もので」 

「子供騙しと 仰せられるなら、 その 品 拙者に 下さる ま 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「 」 

「 子供騙し で は^ J ざるまい」 



「が、 しかし、 何で ござるな？」 

「不思議な 独楽と は 存じ 申した」 

「その 通りで、 不思議な 独楽で ござる」 

「廻る につれ て、 さまざまの 文字が …… 」 

「さよう さよう 現われ まする。 独楽の 面へ 現われます 

る。 で、 貴殿、 それらの 文字 を、 どの 程度にまで 読ま 

れ ました かな？」 

「淀と いう 文字 を 目つ けて ござる」 

「淀？ はは ァ、 それだけで ござる か？」 

「いや その他に 荏 原 屋敷と いう 文字 も」 

r ナニ荏 原 屋敷？ 荏 原 屋敷 o ふうん 左様 か、 



「さようで ござる か、 それ は それ は」 

「以前 は大阪 にあ りました もので、 それが ほんの 最近 

になって、 江戸へ 入った と ある 方面よりの 情報。 そこ 

で 我ら 同志と 共々、 今回 江戸へ 参りました ので」 

「さようで ござる か、 それ は それ は」 

「八方 探し ましたが 目つ かりませ なんだ」 

「 」 

「しかるに そ の 独楽 の 価値 も 知らず、 秘密 も 知らぬ) J 

貴殿が、 大した 苦労 もな されずに、 楽々 と 手中へ 入れ 

られ たという」 

「好運と でも 申しましょう よ」 



「アツ ハツ ハツ、 そうで も ござるまい。 怖い のうと 仰 

せられながら、 一 向 怖く はなさそう なご 様子。 いや 貴 

殿 もしつ かりもの らしい。 …… ご 藩士 かな？ ご 直参 

かな？ 拙者な どと は 事変 わり、 ご 浪人な どで はなさ 

そうじゃ。 …… 衣装 持物 もお 立派で あるし。 …… いや、 

そのうち、 我らに おいて、 貴殿の ご 身分 も ご 姓名 も、 

探り 知る で ござりましょう よ。 …… ところで お尋ねし 

たい 一儀が ござる。 …… 曲独楽 使いの 女 太夫、 浪速 あ 

やめと 申す 女 と 、 貴殿) J 懇意で は ござ リ ませぬ かな？」 

言われて 主税 はに やりと したが、 

「存じ ませぬな、 とんと 存ぜ ぬ」 



へ 奪い取る で ござろう。 と いう こと を 申し上げて 

おく」 

言いす てると 浪人 は 主 税へ背 を 向け、 夕陽が 消えて 

宵が 迫って いるのに、 なお も 人通りの 多い 往来 を、 本 

所の 方へ 歩いて 行った。 

闇に 降る 刃 

その 浪人の 背後 姿 を、 主税 はしば らく 見送った が、 

(変な 男 だ) と 口の 中で 眩き、 やがて 自分 も 人波 を 分 

け、 浅 草の 方へ 歩き 出した。 



歩きながら 袖の 中の 独楽 を、 主税 はしつ かりと 握り 

しめ、 

—— あの 浪人 を はじめと して、 同志 だとい う 多数の 

人々 が、 永年 この 独楽 を 探して いたと いう。 では この 

ひととお リ 

独楽に は 尋常なら ない、 価値と 秘密が あるの だろう。 

よし、 では、 急いで 家へ 帰って、 根気よ く 独楽 を 廻す 

ことによって、 独楽の 面へ 現われる 文字 を 集め、 その 

秘密 を 解き 価値 を 発見け て やろう。 —— 興味 を も つ て 

こう 思った。 

(駕籠に でも 乗って 行こう かしら？) 

(いや) と 彼 は 思い返した。 



(暗い 所へ でも 差し かかった 時、 あの 浪人 か 浪人の 同 

志に でも、 突然 抜 身 を 刺し 込まれたら、 駕籠で は 防ぎ 

さ つ き 

ようがな いからな。 …… 先刻の 浪人の 剣幕で は、 それ 

くらいの こと はやり かねない) 

用心し いしい 歩く ことに 決めた。 

平 川 町 を 通り 堀 田 町 を 通った。 

右手に 定火 消の 長屋が あり、 左手に 岡 部 だの 小 泉 だ 

の、 三 上 だのと いう 旗本 屋敷の ある、 御用 地 近くまで 

歩いて 来た 時には、 夜 も 多少 更けて いた。 

御用 地 を 抜ければ 田 安 御門で、 それ を 通れば 自分の 

屋敷へ 行けた。 それで、 主税は 安堵の 思い をしながら、 



御用 地の 方へ 足 を 向けた。 

しかし、 小 泉の 土塀 を 巡って、 左の 方へ 曲がろうと 

した 時、 

「居た ぞ！」 「捕らえろ！」 「斬って しまえ！」 と言う、 

荒々 しい 男の 声が 聞こえ、 瞬間 数人の 武士が 殺到して 

来た。 

(出た な！) と 主税は 刹那に 感じ、 真 先に 切り込んで 

かわ みぞおち 

来た 武士 を 反し、 横から 切り込んで 来た 武士の 鳩尾へ、 

拳で 一 つ あてみ を くれ、 この 勢いに 驚いて、 三人の 武 

士が 後へ退いた 隙に、 はじめて 刀 を 引つ こ 抜き、 正眼 

に 構えて 身 を 固めた。 



「御意で、 いやはや、 アツ ハツ ハツ」 

「そそっかしい にも 程が あるな」 

「程が あると も、 一言 もない、 怪我なかった が 幸い 

じ や」 

「すんで に 貴公 を 斬る ところだった。 これから 貴公た 

ち どうす る つもり じ や」 

「剛腹 〔# 「剛腹」 は ママ U じ や。 このまま ではのう。 

…… そこで この辺り をもう 一 度 探して …… 」 

「人違い をして 叩つ 切られる か」 

「まさか、 そうそう は、 アツ ハツ ハツ。 …… 貴殿 も 一 

緒に 探さぬ かな」 



「厭な ことじ や。 ご免 蒙ろう。 …… 今日 拙者 は 非番な 

のでな、 そこで 両国へ 行った ところ、 あそこへ 行く と 

おのぼりさん 

妙な もので、 田舎者の ような 気持になる。 それで 拙者 

も その 気になって、 曲独楽の 定席へ 飛び込ん だものよ。 

すると、 そこに 綺麗な 女 太夫が いて …… 」 

「はは あ、 その美 形 を 呼び出して、 船宿で か 9 

こいつが こいつが！」 

「何の 馬鹿らしい そのような こと。 …… もう 女に は飽 

きている 身 じ や。 …… ただ その美し い 女 太夫から、 珍 

ゆるゆる 

らしい 物 を 貰うた ので、 これから 緩々 屋敷へ 帰って、 

その物 を 味わおうと こういう のじ や。 …… ご免」 と 主 



税は 歩き 出した。 

猿 廻し 

歩きながら 考えた。 

何故 この頃お 館に は、 金子な どに は 眼 を くれず、 器 

物ば かり を 狙って 盗む、 ああい う 盗難が あるの だろ 

う？ それ も 一度なら ず も 二度三度、 頻々 として ある 

のだろう？ 

(ある 何物 か を 手に入れよ うとして、 それに 関係の あ 

りそうな 器物 を、 狙い うちにして 盗んで いるよう だ。 



その ある 物と は 何だろう？) 

これまで 盗まれた 器物に ついて、 彼 は 記憶 を迪 つて 

みた。 

みんちょう 

蒔絵の 文庫、 青銅の 香爐、 明 兆 の 仏書、 利 休の 茶 柄 

杓、 世 阿弥 筆の 謠の本 …… 等々 高価の 物ば かりで あつ 

た。 

(盗難 も 盗難 だが このために、 お 館の 中が 不安に なり、 

お 互い 同士 疑い 合うよう にな リ、 憂鬱の 気の 漂う こと 

が、 どうに もこう にも やりきれない) 

こう 主税は 思う ので あつ た。 

(お 互い 同士 疑い 合う の も、 理の 当然と いう ことが 出 



来る。 お 館の 中に 内通者が あって、 外の 盗賊と 連絡 取 

れば こそ、 ああい う 盗みが 出来る の だからな ァ。 …… 

そこで 内通者 は 誰だろう かと、 お 互い 同士 疑い 合う の 

さ) 

主税 はこん な こと を 考えながら、 御用 地の 辺りまで 

歩いて 来た。 

御用 地な ので 空地で は あるが、 木 も 雑草 も繁 つてお 

リ、 石材な ども 置いて あり、 祠な ども 立って おり、 水 

溜 や 池な ども ある。 そういう 林で あり 藪 地な ので あつ 

た。 

と、 その 林の 奥の 方から、 キ —— ッ という 猿の 啼声 



が、 物悲し そうに 聞こえて きた。 

(おや) と 主 税は足 を 止めた。 

(いかに 藪 地であろう とも、 猿な ど 住んで いる はず は 

ない。 …… では 話の 猿 廻し が？) 

そこで 主 税は堰 を 飛び越え、 御用 地の 奥の 方へ 分け 

入った。 草の 露が 足 をぬ らし、 木の 枝が 顔 を 払ったり 

した。 

また 猿の 啼 声が 聞こえて きた。 

で、 主税は 突き進んだ。 

すると、 果たして 一人の 猿 廻し が、 猿 を 膝の 上へ 抱 

き 上げて、 祠の 裾の 辺りへ うずくまり、 編 笠 を かむ つ 



すぐに 姿が 見えな くな つ た。 

(き やっこ そ 猿 だ！ なんという 敏捷 さ！) 

主税は 一 面 感心 もし、 また 一 面 怒り を 感じ、 憮然と 

して 佇んだ が、 気がついて 地上へ 眼 を やった。 

叩き落とした 猿の ことが、 ちょっと 気が かりにな つ 

たからで ある。 

木 洩れの 月光が 銀箔の ような 斑 を、 枯草 ばかりで 青 

草の ない、 まだ 春な かばの 地面の あちこちに、 露 を 光 

ら せて 敷いて いて、 ぼつと 地面 は 明るかった が、 猿の 

姿 は 見えなかった。 

(たしか この辺り へ 叩き落と し た はず だ が ) 



主税は 地面 へ 顔 を 持 つて 行った。 

「あ」 

声に 出して 思わず 言った。 

小 独楽が 一 個 落ちて いるで はない か。 

主 税は袖 を 探って みた。 

袖の 中に も 小 独楽 は あ つ た。 

(では 別の 独楽な の だな) 

地上の 独楽 を 拾い上げ、 主税は 眼に 近く 持って来た 

その 独楽 は 大きさから 形から、 袖の 中の 独楽と 同じで 

あった。 

「では」 と 眩いて 左の 掌の 上で、 主税は 独楽 を 捻って 



廻し、 月光の 中へ 掌 を 差し出し、 廻る 独楽の 面 を じつ 

と 見詰めた。 

しかし、 独楽の 面に は、 なんらの 文字 も 現われな かつ 

た。 

(この 独楽に は 細工 はない とみえる) 

いささか 失望 を 感じながら、 廻り 止んだ 独楽 をつ ま 

こまか 

み 上げ、 なお 仔細く 調べて みた。 

すると、 独楽の 面の 手触りが 何となく 違うよう に 思 

(はてな？) と 主税は 指に カを罩 め、 その 面 を 強く 左 

の 方へ 擦った。 



十五、 四十 八、 四、 三十 五 

と 書いて あった。 

(何 だつ まらない) と 主税は 眩き、 紙 を 丸めて 捨 よう 

としたが、 

かくしことば 

(いや 待てよ、 隠語 かもしれ ない) 

ふと こんなよ うに 思われた ので、 また その 紙へ 眼 を 

落とし、 書かれて ある 数字 を 口の 中で 読んだ。 

それから 指 を 折って 数え 出した。 

かなり 長い間う ち 案じた。 

「そうか！」 と 声に 出して 眩いた 時には、 主 税の顔 は 

硬ば つていた。 



(ふうん、 やはりそう だった のか、 …… しかし 一体 何 

者な のであろう？) 

思い あたる ことがあ ると 見えて、 主 税はグ ッと眼 を 

据えて、 空の 一 所へ 視線 を やった。 

と、 その 視線の 遥か かなたの、 木立の 間から 一点の 

火光が、 薄 赤い 色に 輝いて 見えた。 

その 火 は ユラ ユラと 揺れた ようで あつたが、 やがて 

宙に とどまって、 もう 揺れようと はしなかった。 

(こんな 夜更けに 御用 地な どで、 火 を 点 もす ものが あ 

ろうと は？) 

重ね重ね 起こる 変わった 事件に、 今では 主税は 当惑 



したが、 しかし 好奇心 は 失われない ばかり か、 かえつ 

て 一 層 増して 来た。 

(何者で あるか 見届けて やろう) 

新規に 得た 独楽 を 袖の 中へ 入れ、 足 を 早めて 火光の 

見える 方へ、 木立 をく ぐ リ藪を 巡って 進んだ。 

火光から 数 間の こなたまで 来た 時、 その 火光が 龕燈 

の 光で あり、 その 龕 燈は藪 を 背に した、 栗の 木の 枝に 

かけられて ある。 という ことが 見て とられた。 

だが その他に は 何が あつたか？ 

その 火の 光に 朦朧と 照らされ、 袖 無 を 着、 伊賀 袴 を 

穿いた、 白髪 白髯の 老人と、 筒袖 を 着、 伊賀 袴 を 穿い 



た、 十五 六 歳の 美少年と が、 草の 上に 坐って いた。 

いや その他に も 居る ものが あった。 

例の 猿 廻し と 例の 猿と が 同じく 草の 上に 坐って いた。 

おのれ 

(汝！ ) と 主税は 心から 怒った。 

(汝、 猿 廻し め、 人 も なげな！ 遠く 逃げ延びて 隠れ 

れば こそ、 このような 手近い 所に いて、 火まで 燈 して 

平然として いると は！ 見 おれ 〔# 「見 おれ」 は 底本で 

は 「見 をれ 匕、 こやつ、 どうして くれる か！) 

突き進んで 躍り かかろう とした。 しかし 足が 言う こ 

と をき かなかった。 

と 云って 足が 麻痺した ので はなく、 眼の 前に ある 光 



景が、 変に 異様で あり 妖しく も あり、 厳かで さえ ある 

ことによって、 彼の 心が 妙に 臆れ、 進む ことが 出来な 

くな つたので ある。 

(しばらく 様子 を 見て やろう) 

木の 根元に うずくまり、 息 を 詰めて 窺った。 

老人 は 何やら 云 つ ている ようで あ つ た。 

白い 顎 鬚が 上下に 動き、 そのつど 肩まで 垂れて いる 

髪が、 これ は 左右に 揺れる のが 見えた。 

どうやら 老人 は 猿 廻し に 向かって、 熱心に 話して い 

るら しか つ た。 

しかし 距離が 遠かった ので、 声 は 聞こえて こな かつ 



た。 

主税は それが もどかしかった ので、 地 を 這いながら 

先へ 進み、 腐ち た 大木の 倒れて いる 陰へ、 体 を 伏せて 

聞 耳 を 立てた。 

「 …… 大丈夫 じ や、 心配お しでない、 猿め の 打撲傷な 

ど 直ぐに も. S る」 

こういう 老人の 声が 聞こえ、 

「蹵者 さえ 立つ ことが 出来る のじ やからのう。 —— も 

う 打撲傷 は 癒って いるか もしれ ない。 …… これこれ 小 

猿よ 立って ごらん」 

言葉に 連れて 地に 倒れて いた 猿が、 毬 のように 飛び 



隠語 を 解く 

曲独楽 使いの 浪速 あやめが、 女 猿 廻し になって い 

ちから 

る！ これ は 山 岸主税 にと つて は、 全く 驚異と いわ ざ 

る を 得なかった。 

しかも 同一 の その 女が、 自分へ 二つの 独楽 を くれた。 

そうして その 独楽に は 二つながら、 秘密ら しい もの 

がから ま つてい る。 

(よし) と 主税は 決心した。 

(女 猿 廻し を 引つ とらえ、 秘密の 内容 を 問いた だして 

やろう) 



「山 岸主税 申します に は、 おおよそ 簡単の 隠語の 種本 

は、 いろは 四十 八文字に ござ リ ますそう で、 それ を 上 

より 数えたり、 又、 下より 数えたり しまして、 隠語と 

します そうに. j /さります」 

「すると 二番目に 『四十 八』 と あるが、 これ は 『ん』 

の 隠語 だな」 

「御意の 通りに) J ざり ます」 

「三番 目に 『二十 九』 と あるが、 …… これ は 『や』 の 

隠語 だな」 

「御意の 通りに) J ざり ます」 

「その 次に ある は 『二十 四』 だから、 言うまでもなく 



「山 岸 主税の 申します るに は、 お 館の 中に 居る 女の 内 

通 者が、 外界の 賊と 気脈 を 通じ、 昨夜 裏門に て 密会し 

…：- J 

「館の 中に 居る 女の 内通者と は？」 

「その 数字の 書体、 女文字との ことで」 

「うむ、 そうら しい、 わし もそう 見た」 

「それに ただ今う かがい ますれば、 その 独楽 は 奥方 様 

の 御 秘蔵の 品と か …… さすれば 奥方 様の 腰元 あたりに、 

賊 との 内通者が ありまして、 そのような 隠語 を 認め ま 

して、 その 独楽の 中へ 密封し、 ひそかに 門外へ 投げ出 

し、 その 外界の 同類の 手に 渡し、 昨夜 両人 裏門に て 逢 



き す 

「お 家の 瑕瑾に ござります」 

「それ も 一品で でもあろう ことか、 幾 品と なく 盗まれ 

たな どと あ つ て は …… 」 

「家事 不 取り締り として 重い お咎め …… 」 

「拝領の 品で あるが 故に、 他に 遣わした と は 言われな 

い」 

「御意の 通りに) J ざり ます」 

「頼 母！」 と 沈痛の 中 納言家 は 言われた。 

「この 盗難の 背後に は、 我家 を 呪い 我家 を 滅ぼそうと 

する、 〔# 「滅ぼそうと する、」 は 底本で は 「滅ぼそう とす 

る ご〕 恐ろしい 陰謀が あるら しい ぞ！」 



「奥方 様に で > ざり まする か」 

「うむ」 と 中納言 家が 言われた 時、 庭の 築山の 背後 か 

ら 女の 悲鳴ら しい 声が 聞こえ、 つづいて けたたましい 

叫び声が 聞こえ、 すぐに 庭番ら しい 小 侍が、 こなたへ 

走って 来る 姿が 見えた。 

「ご免」 と 頼 母 はー揖 してから、 ッ カツ 力と 縁側へ 出 

て 行った が、 

「これ 源兵衛 何事 じゃり：」 と 庭番の 小 侍へ 声をかけた。 

小 侍 は 走り 寄るな り、 地面へ 坐り 手 をつ かえた が、 

「お 腰元 楓 殿が 築山の 背後に て、 頓死いた しまして ご 

ざり ます」 



「ナニ £:」 

頼 母 は 胸 を 反らせ、 

「楓 殿が 頓死 頓死と は？」 

「奥方 様のお^ 咐 とかで、 三人の 腰元 衆お 庭へ 出て ま 

いられ、 桜の 花お 手 折り 遊ばされ、 お引き上げ なさろ 

うとされ ました 際、 その 中の 楓殿 不意に 苦悶され、 そ 

い き 

のま ま 卒倒な され ましたが、 もう その 時には 呼吸が な 

く …… 」 

「お 館 様！」 と 頼 母 は 振り返った。 

「履物 を 出せ、 行って みょう」 

中納言 家に は 立 つて 来られた。 



第二の 犠牲 

手 折った 桜の 枝が 地に 落ちて いて、 花が 屍の 辺り 

に 散り敷い ている のが、 憐れ さの 風情 を 添えて いた。 

中 納言家 は 傷 わしそう に、 楓の 死骸 を 見下ろして 

ヽ こ，.. ゝ、 

レたカ 

「玄達 を 呼んで ともかくも 手当て を」 

こう 頼 母に 囁く ように 云い、 四辺 を 仔細に 見廻した 

が、 ふと 審 しそうに 眩 かれた。 

「この頃に 庭 を 手入れし たと 見えるな」 

頼 母 は 庭番の 源兵衛 へ、 奥 医師の 玄達を 連れて来る 



「では、 外傷ら しい もの はない の だな」 

「はい、 いささか も …… 外傷ら しい もの は」 

「ともかくも 死骸 を 奥へ 運んで、 外科医 宗沢 とも 相談 

し、 是非 死因 を 確かめる よう」 

「かしこまりまして) /ざり ます」 

やがて 楓の 死骸 は 侍臣た ちに よって、 館の 方へ 運ば 

れた。 

「不思議 だのう」 と 眩きながら、 なお 中 納言家 は 佇ん 

で おられた。 

その 間に は 侍臣 や 腰元た ち は、 楓を 殺した 敵ら しい 

ものが、 どこか その 辺りに 隠れて いない かと、 それ を 



夫 元の 勘兵衛 という 四十 五六の 男と、 当惑しながら 話 

していた。 

「ではもう あやめ は 居ない というの か」 

「へい、 この 小屋に はおりません」 

「つま リ席を 退いた の だな」 

「と 云う ことにな リ ましょうね」 

どうに も 云う ことが 曖昧であった。 

それに 何と この辺り は、 暗く そうして 寂しい ことか _ 

裏木戸に 面した 反対側 は、 小 借 長屋ら しく 思われた 

が、 どうやら 空 店に なって いるら しく、 ビ ッシリ 雨戸 

がと ざされ ていて、 火影 一筋 洩れて 来なかった。 



「え、 何 だって？ 猿 廻し にだって？」 

勘 兵 衛はぁ つ けに とられた ように、 

「旦那、 そ リゃァ 一体 何の ことで？」 

(しまった) と 主税は 後悔した。 

(云わで もの こと を 口走って しまった) 

主 税はロ を 噤んで 横 をむ いた。 

「こいつ ァ変 だ！ 変です ねえ 旦那— 旦那 何 か 

知って ますね！」 と 勘兵衛 はにわ かに かさに かか リ、 

あ ま 

「あやめの 阿 魔が 消えて しまった 途端に、 これまで 縁 

のなかつ たお 侍さん が、 ヒョ ッコリ 訪ねて おいでな 

すって、 根掘り葉掘り あやめの こと をお 訊きになる。 



息 絶えたら しい 勘 兵 衛の体 は、 もう 延びた まま 動か 

なかった。 

「どうした どうした！」 

「勘 兵衛の 声だった ぞ」 と 小屋の 中から 人声が し、 幾 

人 かの 人間が ド ャドャ と、 木戸 口の 方へ 来る らし かつ 

た。 

(巻添え を 食って はた まらない) 

こう 思った 主税が 身を飜 えして、 この 露路 から 走り 

出した の は、 それから 間もなくの ことであった。 

白刃に 囲まれて 



何者かに 頓死 させられた、 この 二つの 意外な 事件に 

よって、 さすがの 彼 も 心 を 痛め、 この 時まで あてなく 

江戸の 巿中 を、 さまよい 歩いて いたのであった。 

(荏 原 屋敷と は 何だろう？) 

この ことが 彼の 気になつ ていた。 

独楽の 隠語の 中に もこの 字が あった。 勘兵衛 という 

男 もこの 言葉 を 云った。 そうして あやめと いう 曲独楽 

使い も、 この 屋敷に 関係が あるら しい。 

(荏 原 郡の 馬 込の 郷に、 そういう 屋敷が あると いう こ 

と は、 以前 チラ リと 耳に はした が) 

しかし、 それと て 非常に 古い 屋敷 —— 大昔から 一 貫 



した 正しい 血統 を 伝えた ところの、 珍ら しい 旧家 だと 

いう ことば かリ を、 人づ てに 聞いた ばかりであった。 

(がし かしこう なって みれば、 その 屋敷の 何物 か を 調 

ベ てみ よう) 

主税 はそんな ように 考えた。 

独楽の こと も 勿論 気に かかって いた。 

—— どれほど あの 独楽 を 廻して みたところで、 これ 

までに 現われた 隠語 以外に、 新しい 隠語が 現われそう 

にもない。 そうして これまでの 隠語 だけで は、 何の 秘 

密をも 知る こと は 出来ない。 どうやら これ は 隠語 を 隠 

した 独楽 は、 あれ 以外に も 幾 個 か あるら しく、 それら 



みんな すっかり 

の 独楽 を 悉皆 集めて 全部の 隠語 を 知った 時、 はじめて 

秘密が 解ける ものら しい。 

(とすると 大変な 仕事 だ わ い ) 

そう 思わざる を 得な か つ た。 

しかし 何よ リ主税 の 心 を、 憂鬱に 抑えて いるもの は 

頻々 と あるお 館の 盗難と、 猿 廻し に 変装した あやめと 

が、 密接の 関係に ある ことで、 今日 あやめ を 小屋へ 訪 

ねたの も、 その 真相 を 探ろう ためな のであった。 

(猿 廻し から 得た 独楽と 隠語と、 お 館の 中に 内通者 あ 

りと いう、 自分の 意見と を 松 浦 殿へ、 今朝方 早く 差し 

上げた が、 その 結果 女の 内通者が、 お 館の 中で 見付か つ 



たかしら？) 

考えながら 主税は 歩いて 行った。 

腐ち た 大木が 倒れて いたり、 水溜りに 月光が 映って 

いたり、 藪の 陰から 狐ら しい 獣が、 突然 走り出て 道 を 

遮ったり した。 

不意に 女の 声が 聞こえた。 

ラ しろ 

「あぶない！ 気 をお つけ！ 背後から！」 

瞬間に 主税は 地へ 仆れ た。 

「あ ッ」 

つまず 

その 主税の 体へ 躓 〔# ルビの 「つまず」 は 底本で は 「つ 

まづ匕 き、 背後から 切り込んで 来た 一 人の 武士が、 こ 



そこに 聳えて いた 大楠 木の 幹 を、 背負うよ うにして 

立って いた。 

が、 それにしても 何と 大勢の 武士に、 主 税は取 巻か 

れ ている ことか！ 

数 間を距 てて 十数 人の 人影が、 抜 身をギ ラギラ 光ら 

せながら、 静まり返って いるで はない か。 

(何物だろう？) と 主税は 思った。 

しかし、 問 さえ 発つ せられなかった。 

前から 二人、 左右から 一人ず つ、 四 人の 武士が 殺到 

して 来た。 

(死中 活！) 



主税は 躍り 出で、 前の 一 人の 真 向 を 割り、 返す 刀で 

右から 来た 一 人の、 肩 を 胸まで 斬り 下げた。 

と は 云え、 その 次の 瞬間に は、 主 税はニ 本の 白刃の 

下に、 身 を さらさざる を 得なかった。 

しかし、 辛うじて ひとりの 武士の、 真 向へ 来た 刀 を 

巻き 落とした。 

でも、 もう 一人の 武士の 刀 を、 左 肩に 受けなければ 

ならなかった。 

(やられた！) 

しかし 何たる 奇跡 か！ その 武士 は 刀 を ポタリと 落 

とし、 その 手が 首の 辺 リを搔 きむ しり、 前 のめりに ドッ 



と 押した。 

それ を やんわりと 受けながら、 主 税はニ 歩ば かり 後 

へ 下った。 

すると 今度 は 山 岸主税 が、 押 手に 出で て ジリジ リ〔# 

「ジリ ジリ」 は 底本で は 「ヂリ ヂリ匕 と 進んだ。 

二人の 眼と 眼と は 暗い 中で、 さながら 燠の ように 燃 

えてい る。 

鍔迫り合いの 危険 さは、 体の 放れる 一刹那に あった。 

遅れれば 斬られ、 逸 まれば 突かれる。 さりと て 焦躁れ 

ば 息切れ を 起こして、 結局 斃 されて しまう のであった。 

いぜんとして 二人 は 迫り 合って いる。 



そういう 二人 を 中へ 囲んで、 飛 田 林 覚兵衛 の 一味の 

者 は、 抜 身 を 構え 位い 取リ をし、 隙が あったら 躍り込 

み、 主税を 討って 取ろう ものと、 気息 を 呑んで 機 を 待つ 

ていた。 

と、 あらかじめの 計画だった らしい、 

「やれ」 と大 音に 叫ぶ と共に、 覚兵衛 は 烈しい 体 あた 

り を くれ、 くれる と 同時に 引く 水の ように、 サ ー ッと 

自身 後へ引き、 すぐに 飜 然と 横へ 飛んだ。 

主 税は体 あた リを あてられて、 思わず タ ジタジ 〔# 

「タジ タジ」 は 底本で は 「タヂ タヂ匕 と 後へ 下った が、 踏 

み 止まろう とした 一瞬間に、 相手に 後へ引かれ たため、 



乱れた 髪、 乱れた 衣裳、 敵の 返り血 を 浴びて 紅 斑 々 ！ 

そういう 姿の 山 岸主税 は、 血 刀 高々 と 頭上に 捧げ、 樫 

の 木 かの ように 立って いる。 

が、 彼の 足 許に は、 死骸が 二つ ころがつ ていた。 

一 人 を 取り囲んで 十数 人が、 斬ろう 突こうと したと 

ころで、 味方 同士が 邪魔と なって、 斬る こと も 突く こ 

とも 出来ない ものである。 

そこ を 狙って 敵 二人まで、 主税は 討って 取ったら し 

ヽ o 

レ 

地団太 踏んで 口惜しが つたの は、 飛 田 林 覚兵衛 で 

あった。 



そう 叫んだ。 

いかにも 訓練が 行き届い ていた。 その 声に 応じて 十 

数人の、 飛 田 林 覚兵衛 の 一味 達 は、 仆れ ている 死人 や 

負傷者 を 抱え、 林 を 分け 藪 を 巡り、 いずこへ ともなく 

走り去った。 

しずけさ 

で、 その後に は 気味の 悪い ような、 静寂ば かりが こ 

の 境地に 残った。 

ときわぎ 

常 磐 木 II 杉 や 松 や 柏 や、 稷、 桧 などの 間に 立ち 雑つ 

て、 仄白い 花 を 咲かせて いた 桜の 花が ひとしきり、 

はなびら 

花弁 を 瀧の ように 零した の は、 逃げて 行く 際に 覚兵衛 

の 一味が、 それらの 木々 にぶつ かった からであろう。 



誰か 自分 を 呼んで いるよう である。 

そうして、 自分の 後 脳の 下に、 暖かい 柔らかい 枕が 

あった。 

主税は ぼんやり 眼 を 開けて 見た。 

自分の 顔の すぐの 真上に、 自分の 顔へ 蔽 いかぶ さる 

ように、 星の ような 眼と、 高い 鼻と、 薄く は あるが 大 

型の 口と、 そういう 道具の 女の 顔が、 周囲 を 黒の 楕円 

形で 仕切って、 浮いて いるの が 見て取られた。 

お高祖頭巾で 顔 を 包んだ、 浪速 あやめの 顔であった 

(あやめが どうして こんな 所に？) 

気力 は 恢復して はいなかった が、 意識 は 返って いた 



しそうに、 自分の 顔 を 主税の 顔へ 近づけ、 情熱 的の 声 

で 云った。 

o た し 

「それに 致しましても 何て 妾 は、 申し訳の ない こと 

いたしました ことか！ どうぞお 許しな すって 下さい 

まし。 .：：• ほんの 妾の 悪戯 〔# ルビの 「いたずら」 は 底本 

では 「い たづら 匕 心から、 差し あげた 独楽が 原因と なつ 

て、 こんな 恐ろしい ことになる なんて。 …… それ は あ 

の 独楽に は 何 か 秘密が 、 —— 深 い 秘密の あると いう こ 

と は、 妾に も 感づいて はおり ましたが、 でも そのため 

にあな た 様へ、 あの 独楽 を 上げた ので は ごさいません。 

…… ほんの 妾の 出来心から。 …… それ も あなた 様が お 



可愛らしかった から。 …… まあ 厭な、 なんて 妾 は …… 」 

これが もし 昼間であろう ものなら、 彼女の 頰に 赤味 

が 注し、 恥ら いで その 眼が 潤んだ こと を、 見て とる こ 

とが 出来た であろう。 

勘 兵衛ゃ 武士 を 殺した 者 は？ 

あやめが あの 独楽 を 手に入れ たの は、 浪速 高津 〔# 

ルビの 「なにわ こ うづ」 は 底本で は 「なにわ こうず 匕 の 古 

はらみ ごま 

物 商からで あった。 それ も 孕 独楽 一揃いと して、 普通 

に 買 入れた のに 過ぎなかった。 その 親 独楽 も 十 個の 子 



だけ を 譲れば、 孕 独楽 は 後家 独楽に なって しまう。 そ 

こで あやめ は 断った。 

しかし、 覚兵衛 は 断念し ないで、 その後 も あやめ を 

付け 廻し、 或いは 嚇し 或いは 透かし 〔# 「透かし」 は マ 

マ〕 て、 その子 独楽 を 手中に 入れよう とした。 それが 

あやめの 疳に 障り、 感情的に その子 独楽 を、 覚兵衛 に 

は 譲るまい と 決心した。 と 同時に その子 独楽が、 あや 

めに は 荷厄介の 物に 思われて 来た。 その 中 あやめ は 縁 

があって、 江戸の 両国へ 出る ことにな つた。 

そこで 浪速から 江戸へ 来た。 すると どうだろう 飛 田 

林 覚兵衛 も、 江戸へ 追つ かけて 来たで はない か。 



こうして 昨日の 昼席と なった。 

舞台で 孕 独楽 を 使って いると、 間近の 桟敷で 美貌の 

若 武士が —— すなわち 山 岸主税 なので あるが、 熱心に 

芸当 を 見物して いた。 ところが 同じ その 桟敷に、 飛 田 

林 覚兵衛 もいて、 いかにも 子 独楽が 欲しそう に、 眼 を 

据えて 見物して いた。 

(可愛らし いお 方) と主税 に対して は 思い、 (小面憎い 

奴) と 覚兵衛 に対して は 感じ、 この 二つの 心 持から、 

あやめ は 悪戯 〔# ルビの 「いたずら」 は 底本で は 「い たづ 

ら匕 をして しまったの である。 即ち 舞台から 例の 小 

独楽 を、 見事に 覚兵衛 の 眼 を 掠め、 主税の 袖の 中へ 投 



げ 込んだ ので ある。 

(孕 独楽が 後家 独楽に なろうと ままよ、 妾に は あん 

な 子 独楽 用 はない。 …… これで 本当に サ バサバ してし 

まった) 

あやめ はそう 思 つたこと であった。 

そうして 彼女 は 今日の 昼席から、 定席へ も 出演ない 

ことに 決心し、 宿所 を さえ 出て 行方 を 眩まして しまつ 

た。 それ は 彼女に とって は 一生の 大事 業 を、 決行す る 

ことに 心 を 定め、 その 準備に 取リ かかった からで あつ 

た。 

でも 彼女 は 夕方に なった 時、 職場が 恋しくな つて 来 



た。 そこで こっそり 出かけて 行った。 ところが 裏木戸 

の 辺りまで 行って 見る と、 太夫 元の 勘 兵 衛と山 岸主税 

とが、 自分の ことにつ いて 話して いるで はない か。 そ 

そば あきだな 

こで、 彼女 は 側の 空 店の 中へ、 素早く 入って 身 を 忍ば 

せ、 二人の 話 を 立 聞きした。 その 中に 勘 兵衛が 無礼の 

仕打ち を、 主税 に対してと ろうとした。 

(どうで 勘 兵衛は 遅かれ早かれ、 妾が 手に かけて 殺さ 

なければ、 虫の 納まらない 奴な の だから、 いっそ 此処 

で 殺して しまおう) 

あやめ は 心 をそう 定めた。 

で、 手練の 独楽の 紐 を —— 麻と 絹糸と 女の 髪の毛と 



で、 蛇の ように 強い 弾力性 を 持たせて、 独特に 作った 

独楽の 紐 を、 雨戸の 隙から 繰り出して、 勘 兵衛の 首へ 

巻き付けて、 締めて 他愛なく 殺して しまった。 

(これで 妾の 一生の 大事 業の、 一つ だけ を 片付けた と 

いう もの さ) 

もっと 苦しめて 殺して やれなかった ことに、 心外 さ 

こそ は 覚えた が、 殺した ことに は 満足 を 感じ、 彼女 は 

紐 を 手繰り 寄せ、 懐中へ 納めて 様子 をう かがった。 

すると 小屋から 人が 出て 来る らしく、 主税が 急いで 

立ち去った。 

そこで あやめ も 空 店から 走り出し、 主 税の後 を 追つ 



でも 主税は 返辞 をし なか つ た。 

ますます 衰弱が 激しくな り、 又 神気が 朦朧と なり、 

返辞 をす る ことが 出来ない からであった。 

(このお 方 死ぬ ので は あるまい か？) 

こう 思う と 彼女 は 悲しかった。 

(|< 家 を 出て 十 年に もなる。 流浪から 流浪、 艱難から 

艱難、 いろいろのお 方と も 出入り を 重ねた が、 真 底 か 

らゅ 愛しい と 思われた の は、 偶然に お逢いし たこの 方 

ばかり。 ：：： それ だのに このお 方 死なれる のかし 

ら？ ) 

月の 位置が 移った からであろう。 梢から 射して いた 



月光が、 円い 巨大な 柱の ように、 あやめと 主税 との 二 

人の 体の 上へ、 蛍 草の 色に 降りて 来て いた。 その 明る 

い 光の 輪の 中で は、 産れ て 間 もない らしい 細い 羽虫が、 

塵の ように 飛び交つ ていた。 そうして 明るい 光の 輪の 

底に は、 白 芙蓉の ように 蒼白い、 彫刻の ように 端正の、 

主税の 顔が 弱々 しく、 眼 を 閉じ 口 を 閉じて 沈んで いた。 

(こうして はいられない) 

にわかに あやめ は 気が ついて 思った。 

(町へ 行って 駕籠 を 雇って、 主税様 をお 屋敷へ お送り 

しなければ) 

そこで、 あやめ は 立ち上った。 



「そのお 方の 名、 何て 有 仰る の？」 

「信者 は祖 i 様と 呼んで いるよ。 …… でも 反対派の 人 

達 は 『飛 加 藤の 亜流』 だと 云って いるよ」 

「飛 加 藤？ 飛 加 藤と は？」 

「戦国時代に 現われた、 心の 邪な 忍術 使いで な、 衆人 

の 前で 牛 を 呑んで 見せた リ、 観 世蹉で 人間 や 牛馬 を 

作って、 それ を 生かして 耕作 させたり、 一 丈の 晒 布に 

身 を 変じて、 大名屋敷へ 忍び込んだ リ、 上 杉 謙 信の 寝 

所へ 忍び、 大切な 宝刀 を 盗んだり した、 始末の 悪い 人 

間な の だよ」 



るよ」 

「では もしゃお 爺さんが、 そのお 偉い お 祖師 様で は？」 

しかし 老人 は 返辞 をし ないで、 優しい 意味の 深い 微 

笑 をした。 

三人 は 先へ 進んで 行った。 

背中の 猿 は 眠った と 見えて、 重さが 少し 加わって 来 

た。 それ を 女 猿 廻し は 揺り 上げながら、 

(|< 家 を 出て 十 年に もなる。 流浪から 流浪、 艱難から 

艱難、 いろいろのお 方と も 出入り を 重ねた が 真 底から 

偉い と 思った お 方 は、 この ご 老人の 他に はない。 この 

お 方が きっとお 祖師 様な の だよ) 



(でも 妾 は 一生の 大事 業の、 その 小口に 取り かかつ 

たのに、 こんなお 爺さんと 連立って、 こんなお 話 をし 

て 歩く なんて、 よい ことだろう か 悪い ことだろう か？) 

こう も 彼女に は 思われる のであった。 

三人 は 先へ 進んで 行った。 

やがて、 四 辻の 交叉点へ 出た。 

それ を 左の 方へ 曲がり かけた 時、 右手の 方から 一隊 

の 人数が、 粛々 とこつ ちへ 歩いて 来た。 

こも 

根元の 辺り を菰で 包んだ、 松 だの 柏 だの 桜 だの 梅 だ 

の、 柳 だの 桧 だのの 無数の 植木 を、 十台の 大八車へ 舁 

き 乗せて、 それ を曳 いたり それ を 押したり、 また 左右 



に 付添った りして、 四十 人 ほどの 植木 師 らしい 男が、 

こっちへ 歩いて 来る のであった。 深夜 だから 音を立て 

まいとして か、 車の 輪 は 布で 巻かれて いた。 植木 師の 

風俗 も 変わって いた。 岡 山 頭巾で 顔 をつつ み、 半纏の 

代わりに 黒の 短 羽織 を 着、 股引の 代わりに 裁 着 を 穿き、 

そうして 腰に 一 本ず つ 〔# 「 一 本ず つ」 は 底本で は 「 一 本 

づっ」 r 短い 刀 を 差して いた。 

車の 上の 植木 はいずれ も 高価な、 立派な 品ら しく 見 

受けられ たが、 往来の 左右の 海鼠 壁よりも 高く、 月夜 

の 空の 方へ 葉 や 枝 を 延ばし、 車の 揺れる に 従って、 そ 

れをュ サュサ と 揺する 様子 は、 林が 歩いて でも 来る よ 



I 八重、 其方 は 強情 だのう」 

眼 袋の 出来て いる 尻 下りの 眼へ、 野獣 的の 光を湛 え、 

酷薄ら しい 薄い 唇 を、 な めず るよ うに 舌で 濡ら しなが 

ら、 頼 母 は ネット リ とお 八重へ 云った。 

う え さ ま 

「将軍家より 頂戴した 器 類 を、 館より 次々 に 盗み出し 

たこと は、 潔よ く 其方 も 白状した ではない か。 では 何 

者に 頼まれて、 そのよう なだい それた 悪事 をした か、 

これ もつ いでに 云って しまう がよ い。 …… 其方が どの 

ように シラを 切った ところで、 其方 一 人の 考えから、 

そのような 悪事 を 企てた ものと は、 誰 一人と して 思う 

もの はない の だからのう」 



含まれて いた。 

r 天晴れ 女丈夫と 云っても よい。 …… 処刑す るに は惜 

しい 烈婦 じ や。 …… とはいえ、 お 館の 捉 として はのう」 

網 行燈の 光に 照らされ、 猪首から かけて 右 反面が、 

薄 瑪瑙 色に パッと 明るく、 左 反面 は 暗かった が、 明る 

い 方の 眼 を ギラリ と 光らせ、 頼 母 はにわ かに 怯 かすよ 

うに 云った。 

「いよいよ 白状いた さぬ と あれば、 明日 其方 を 打ち首 

にせよ との、 お 館 様よりの お 沙汰な のだぞ よ！」 

お八 重と 女 猿 廻し 



しかしお 八重 は 「覚悟の 前です」 と、 そういつ てで 

もい るかの ように、 髪の毛 一筋 動かさなかった。 ただ 

ざくろ 

柘榴の 蕾の ような 唇 を、 心 持嚙ん だば かりであった。 

(どうして こんな ことにな つたの だろう？) と 彼女 は 

心 ひそかに 思った。 

お八 重 は 今から 二 年 ほど 前に、 奥方 様附の 腰元と し 

て、 雇い入れられた 女な ので あるが、 今日の 昼間 奥方 

様に 呼ばれ、 奥方 様のお 部屋へ 行った。 すると 奥方 様 

は 彼女に 向かい、 百までの 数字 を 書いて ごらんと 云わ 

れた。 不思議な ことと 思いながら、 云われる ままに 彼 



「隠語の 文字と 其方の 文字、 同一 の ものと 思われる、 

其方 この 隠語 を 書いた であろう？」 

「書き まし て ^ ざり ます」 

「お 館の 外の 何者かと 謀り、 お 館の 器 類 を、 数々 盗ん 

で 持ち出した であろう？」 

r お 言葉 通 りに ござります」 

「これほどの 大事 を 女の 身 一 つで、 行なった ものと は 

思われぬ、 何者に 頼まれて このような こと をした か？」 

「わたくしの 利 慾から に ござります。 決して 誰 人に も 

頼まれ ましたので はなく …… 」 

「黙れ、 浅はかな、 隠し立てい たすか！ 尋常な 品物 



すると、 このような 深夜に なつてから、 頼 母 一人が 

やって来て、 また 訊問に とりかかった のであった。 

(どうして こんな ことにな つ たのだろう？) 

(どうして 秘密 の 隠語 の 紙が、 ご 家老 様の 手へ な ど 

渡った のだろう？) 

これが 不思議で ならなかった。 

(女 猿 廻し の あのお 葉が、 では 頼 母 様の 手に 捕らえら 

れ たので は？) 

お葉と 宣 つてい る 女 猿 廻し は、 お八 重に とって はよ 

い 加担者であった。 でもお 葉 を 加担者に 引き入れ たの 

は、 全く 偶然の ことから であった。 —— ある 日お 八重 



母に 怨み を 抱く か を、 押して 訊こうと はしなかった。 

一 一 つ 目の 独楽 

とにかく こうして 二人の 女 は、 それ以来 一味と なり、 

お八 重から 渡す 隠語 を 手蔓に、 時と 場所と を 示し合わ 

せ、 お八 重の 盗み出す 田 安家の 器物 を、 女 猿 廻し のお 

葉 は 受け取り、 秘密の 場所へ 人知れず 隠し、 今日に 及 

んで 来たので あった。 

(隠語の 紙片が 頼 母 様の 手へ 入った！ ではお 葉 も 頼 

母 様のお 手に、 引つ とらえられ たので は あるまい か？) 



これが お八 重の 現在の 不安であった。 

(いやいや 決して そんな こと はない！) 

お八 重 はやが て 打ち消した。 

(でも 隠語 を 認めた 紙片が、 頼 母 様のお 手へ 入った 以 

上、 それ を 封じ込めて やった あの 独楽が、 頼 母 様のお 

手へ 入った こと は、 確かな ことと いわなければ ならな 

い！) 

これ を 思う とお 八重の 胸 は、 無念と 口惜し さに 煮え 

るので あった。 

(淀屋 の 独楽 を 奪い取れ！ これが あの方の ご 命令 

だった。 …… 淀屋の 独楽 を 奪い取ろ うとして、 妾 は 二 



年間 このお 屋敷で、 腰元 奉公 をして いたの だ。 そうし 

てよう やく 目的 を 達し、 淀屋の 独楽 を 奪い取ったら、 

すぐに 他人に 奪い返されて しまった。 何と 云ったら い 

いだろう！) 

代々 の 将軍家から 田 安家へ 賜わった、 数々 の 器 類 を 

奪った の も、 目的の 一 つに は 相違なかった が、 真の 目 

的 は それではなくて、 淀屋の 独楽 を 奪う ことであった。 

彼女 は 田 安家へ 入り込む や 否や、 淀屋の 独楽の 在 場 

所 を 探した。 と、 教えられ てきた 淀屋の 独楽と、 そつ 

くりの 型の 独楽 を 奥方 妙 子 様が、 ご 秘蔵な されて いる 

こと を 知った。 しかし 一 つ だけ 不思議な ことに は、 そ 



たが、 

「去年の 秋 御殿で 催された、 観楓の 酒宴 以来 其方と 

主税 とが、 恋仲に なった という こと は、 わしに おいて 

は 存じて 居った。 が、 お八 重 其方 も 存じお る はず だが、 

其方 を 恋して 其方と いう 者 を、 主税 より 先に 我物に し 

ようと、 懇望した もの は 誰だった かのう？」 

頼 母 はお 八重 を 嘗める ように 見た が、 

「わしであった はず じ や、 頼 母であった はず じ や」 

云い 云い 頼 母 は 老いても 衰えない、 盛り 上って いる 

肉太の 膝 を、 お八 重の 方へ ニジリ 〔# 「二 ジリ」 は 底本 

では 「二 ヂリ匕 寄せた。 



うしろ ず 

お八 重 は 背後へ 体 を 退ら せた が、 しかし その 瞬間 去 

年の 秋の、 観楓の 酒宴での 出来事 を、 幻の ように 思い 

出した。 

その 日、 夜に なって 座が 乱れた。 お八 重 は 酒に 酔わ 

された ので、 醒 まそうと 思って 庭へ 出た。 と、 突然 背 

後から、 彼女に 触れよう とする 者が あった。 お八 重 は 

驚いて 振り返って みると、 意外に も 奥 家老の 松 浦 頼 母 

で、 

r 其方が お 館へ 上った 日 以来、 わし は 其方に 執心 だつ 

たの じ や」 と 云った。 

すると、 そこへ ちょうど 折よ く、 これ も 酒の 酔い を 



来たが、 

ほく そ 

「お 殿様、 上首尾です」 —— こうその 男 は北叟 笑みな 

がら 云った。 

「そうか。 そこで、 気絶で もした か？」 

「ノン ピリと お眠りで ございます。 …… やんわりとし 

た 積 藁の 上に、 お八 重 様に はお 眠ね で」 

「強情 を 張る 女に は、 どうやら この 手が よいよう だの 

う」 

「死んだ ようになつ ている 女の子 を、 ご 介抱な さるの 

は 別の 味で …… ところでお 殿様お 下りな さいます か？ 

はしご 

すこし 梯子 は 急で) J ざん すが」 



口 を 閉ざして しま つ た。 

頼 母が 網 行 燈をひ つ さげて、 座敷牢から 立 去 つ た 後 

さびし さ 

は、 闇と 静寂ば かりが 座敷牢 を 包み、 人気 は 全く 絶え 

て 〔# 「絶えて」 は 底本で は 「耐えて 匕 しまった。 

しばらく 

それから 少時の 時が 経った。 

同じ 廓 内の 一 所に、 奥 家老 松 浦 頼 母の 屋敷が、 月夜 

に 厳めしく 立って いた。 その 屋敷の 北の 隅に、 こん も 

リ とした 植 込に 囲まれ、 主屋と 別に 建物が 立って いた。 

土蔵 造りに されて いるの が、 この 建物 を 陰気に して 

いる。 



を 乱脈に 導き、 奥方 様のお 大切の 什器 を、 盗んだ とい 

ぅ汝 如きに 与えよう や、 呉れて やろう か！ それ を 何 

ぞゃ 一味に して くれる の、 財宝の 分け前 与うる のと！ 

わ ッはッ はッ、 何 を 戯言！ 一 味になる は 愚かの こと、 

緦 引き 千切り 此処 を 脱け 出し、 直々 お 館に お 眼 通りい 

たし、 汝の 悪行 を 言上し、 汝ら 一 味 を 狩りと る 所存 

じ や！ 財宝の 分け前 与える と P わ ッはッ はッ、 片 

腹痛い わい！ 逆に 汝の 独楽 を 奪い、 隠語の 文字 こと 

ごとく 探り、 淀屋の 財宝 は 一切合財、 この 主税が 手に 

入れて 見せる！ 解け、 頼 母、 この 緦を 解け！」 

主税は 満身の カを罩 め、 かけられ ている 緦を 千切ろ 



へ 手 を かけながら、 松 浦 頼 母の 横手から、 主税の 挙動 

を 窺って いた。 

ォま 、- 

部屋の 気勢 は 殺気 を 帯び、 血腥ぃ 事件の 起こる 前の、 

しずけさ 

息 詰る ような 静寂に あ つ た。 

「そうか」 と 頼 母 はやが て 云った。 

「物 を 云わぬな、 黙って いるな、 ようし、 そうか、 で 

は 憂目 を！」 

覚兵衛 の 方へ 顔 を 向け、 

「こやつに あれ を 見せて やれ！」 

ふすま 

覚兵衛 は 無言で 立ち上り、 隣室 への 襖 を あけた。 

何が そ Y ,1 に 有つ たろう？ 



猿轡 を はめられ 腕 を 縛られ、 髪 を ふり 乱した 腰元の 

お八 重が、 桔梗の 花の 折れた ような 姿に、 畳の 上に 横 

ひき 

倒しに なって い、 それの 横手に 蟇 かの ような 姿に、 勘 

兵衛が 胡座 を搔 いている のであった。 

「お八 重！」 と 思わず 声 を 筒 抜かせ、 主税は 猛然と 飛 

び 立とうと した。 

「動くな！」 と 瞬間、 覆面 武士の 一 人が、 主 税の肩 を 

抑えつ けた。 

「お八 重、 どうして、 どうして ここへ はり おおそう 

して その 有様 は £:」 

お八 重 は 顔 をわず かに 上げた。 起きられない ほど 



しかし、 依然として 主税は 無言の まま、 頼 母の 顔 を 

見上げて いた。 

と、 静かに 主税の 顔へ、 ヒャリ とする ような 凄い 笑 

いが 浮かんだ。 

(この 姦物め、 何 を 云う か！ そのような 出 鳕目を 云 

うこと によって、 こっちの 心 を 惑わす のであろう。 フ 

フン、 その 手に 乗る もの か) 

こう 思 つ たからで ある。 

「主 税！」 と 頼 母は吼 える ように 喚いた。 しかし、 今 

あべ こべ 

度 は 反対に、 訓 すよう な 諄々 とした 口調で 云った。 

「女 猿 廻し より 得た と 申して、 今朝 其方 隠語の 紙片と 



に 出た。 

「八重が、 八重 殿が、 盗人な どと！ 噓だ！ 信じぬ！ 

噓だ噓 だ！」 

しかし 見る見る 主税の 顔から、 血の気が 消えて 鉛色 

となった。 

(もしゃ！) という 疑惑からの ことであろう。 

そうして 彼の 眼 —— 主 税の眼 は、 頼 母から 離れて 隣 

の 部屋の、 お八 重の 方へ 移って 行った。 

「あ ッはッ はッ、 そう 思う であろう。 …… 恋 女の 八重 

が 館の 盗人！ これ は 信じた く は あるまい よ。 …… が、 

事実 は 事実な のでのう、 信じまい としても 駄目な の 



じ や。 …… 念のため 八重 自身の 口から、 盗人の 事実 を 

語らせて やろう」 

勘 兵衛の 方へ 顔 を 向ける と、 

「その 猿轡 はずして やれ」 と 頼 母 は 冷然と した 声で 

云った。 

つと 勘 兵衛の 手が 伸びた 時には、 お八 重の 口 は 自由 

になって いた。 

「八重 殿！」 と、 それ を 見る や 山 岸主税 は、 ジ リジリ 

〔# 「ジリ ジリ」 は 底本で は 「ヂリ ヂリ匕 とそつ ちへ 膝 を 

進め、 

「よも や、 八重 殿！ 八重 殿が £:」 



触 わらぬ ようにと、 注意 をしたい ためから であった。 

(お八 重 様の 居リ 場所 どこか しら？) 

お葉 は 眼 を 四方へ 配った。 

三 卿の 筆頭で あると ころの、 田 安中 納言 家のお 屋敷 

はなれ ものみ 

であった。 客殿、 本殿、 脇 本殿、 離亭、 廐舎、 望楼 台、 

そういう 建物が 厳しく、 あるいは 高く あるいは 低く、 

木立の 上に 聳え 木立の 中に 沈み、 月光に 光ったり 陰影 

に 暗まされ たりして、 宏大な 地域 を 占領して いる。 

(奥方 様 付きのお 腰元 ゆえ、 大奥に おおでと は 思う け 

れど、 その 大奥が どこに ある やら？) 

といって いつ 迄も植 込の 中な どに、 身 を 隠して いる 



こと も 出来なかった ので、 

(建物の 方へ 忍んで 行って みょう) 

で、 彼女 は 植込を 出て、 本殿ら しい 建物の 方へ、 物 

の 陰を迪 つて 歩いて 行った。 

かたちづく 

この 構内の 一 画に、 泉水 や 築山 や 石橋な どで、 形成 

られ ている 庭園が あつたが、 その 庭園の 石橋の 抉へ、 

忽然と 一 人の 女が 現われた の は、 それから 間もなくの 

ことであった。 女 は？ 浪速 あやめであった。 鼠 小紋 

の 小袖に 小柳襦 子の 帯、 お高祖頭巾 を かむ つた あやめ 

であった。 

さ つ き 

それにしても あやめ はほんの 先刻まで、 女 猿 廻し お 



葉と して、 老人 主従と 連れ立つ てい、 そうして つい 今 

しがた 同じ 姿で、 土塀 を 乗り越え てこの 構内へ、 潜入 

をした はず だのに、 今 見れば 町家の 女房 風の、 浪速 あ 

やめと して ザ J こにいる と は？ 

短 かい 短 かい 時間の 間に、 あるいは 女 猿 廻し お葉と 

なり、 あるいは 曲独楽 使いの あやめと なる！ この 女 

の 本性 は 何な のであろう？ 

正体 不可解の 浪速 あやめ は、 石橋の 袖に 佇みながら、 

頭巾と 肩と を わけても 鮮 かに、 月の 光に 曝しながら、 

正面に 見えて いる 建物の 方 を、 まじろ ぎ もせず 眺めて 

いたが、 やがて その 方へ 歩き 出した。 



人の 女の 関係 はどうな のであろう？ 

お茶の水で 主税を 助けた あやめ は、 辻 駕籠 を 雇って 

主税を 乗せて 彼の 屋敷へまで 送って やった。 

でも 彼女 は 心配だった ので、 見え隠れに 駕籠の 後 を 

つけて、 彼の 屋敷の 前まで 来た。 と 五 人の 覆面 武士が 

現われ、 主税を 手籠めに して 担いで 逃げた。 

( 一 大事！) と 彼女 は 思い、 その 一 団の後 を 追った。 

が、 この 構内へ 入り込んだ 時には、 その 一団 は どこへ 

行った もの か、 姿が みえ なくなつ ていた。 

(どう あろうと 主税様 をお 助けし なければ) 

そこで、 あやめ は 主税を 探しに かかった。 



こと を、 思い出さなかった ことはなかった のに！ … 

こま ごお リ 

• • . 高麗 郡 の 高麗 家と 並び 称さ れ、 関東での 旧家と 尊ば 

れ ている、 荏 原 郡の 荏 原 屋敷の 娘が、 猿 廻し におち ぶ 

れ たと は— 話して おくれ、 その後の こと を！ 

話して おくれ、 お前の 身の上 を！」 

妹お 葉の 背へ 両手 を 廻し、 それで 抱きしめ 抱きしめ 

ながら、 喘ぐ ように あやめ は 云う のであった。 

「お 姉 様、 あやめお 姉 様！」 と、 姉の 胸の 上へ 顔を埋 

め、 しゃくり あげながら お葉 は 云った。 

「十 年 前に …… お 姉 様が …… 不意に 家出 をな されて か 

ら という もの …… わたし は、 毎日、 まァ どんなに、 お 



まつ うらた の も 

老、 松 浦 頼 母 を 殺そうと、 心掛けて おる ので ございま 

す！」 

「え £:」 と あやめ は 仰天した ように、 

「お葉 や、 一 体、 それ は 一 体— 」 

「おお、 お 姉 様お 姉 様、 あなた は ご存知な いのです。 

…… お 姉 様よりも 六 七 ヶ月 後に、 家出 をいた した この 

お葉ば かりが、 知っている ことなので ございます。 … 

…その 六 七 ヶ月の 間中、 わたし は 主馬 之 進と いう 人間 

の 素性 を、 懸命に 探った ので ございます。 その 間 幾度 

さむら い 

となく 立派な 武士が、 微行して 屋敷へ 参りまして、 主 

馬 之 進と 密談いた しましたり、 主馬 之 進と 一 緒に 屋敷 



去った ので、 二人 だけと なって しまったの である。 

一 基の 燭台に は 今にも 消えそう に、 蠟燭の 火が と 

もってい、 その 光の 穂 を 巡りながら、 小さい 蛾が 二つ 

飛んで いる。 

顔に 乱れた 髪 を かけ、 その 顔色 を 蒼白に し、 衣紋 を 

1 つし ろ 

崩した 主 税の体 は、 その 燭台の 背後に あった。 そうし 

て 彼の 空洞の ような 眼 は、 飛んで いる 蛾に 向けられて 

いた。 

(もともと 偶然 手に入った 独楽 だ。 頼 母に くれてやつ 

て もよ い。 莫大な 金高であろう とも、 淀屋の 財産な ど 

欲しい と は 思わぬ。 …… しかし このように 武士た る自 



分 を、 恥 かしめ、 虐み、 威嚇した 頼 母の、 配下な どに 

は 断じて なれない。 と 云って 独楽 を 渡した 上、 頼 母の 

配下に ならなければ、 自分ば かり かお 八重の 命 を さえ、 

頼 母 は 取る と 云って いる。 残忍 酷薄の 彼の こと だ、 取 

ると 云ったら 取る だろう。 …… 命 を 取られて たまる も 

のか？) 

無心に 蛾の 方へ 眼 を 向けた まま、 こう 主税は 思って 

いた。 

ほさき 

一 つの 蛾が 朱筆の 穂の ような 火先に、 素早く 嘗めら 

れて 畳の 上へ 落ちた。 死んだ と 見えて 動かなかった。 

(では やっぱり 頼 母の 意志 に 従い、 淀屋の 独楽 を 渡し 



た 上、 彼の 配下になる 以外に は、 他に 手段 はないで は 

，lr ヽ U ノ 

る レカ) 

逆流す る 血の気 を 顳顬の 辺りへ 感じた。 しかし 努力 

して 冷静に なった。 

(そうだ 独楽 を 渡した 上、 あなた 様の 配下になります 

ると、 偽りの 誓言 を 先ず 立てて、 ともかくも 命 を 助か 

ろう。 その 余の こと は それからで 出来る) 

何よりも 命 を 保たなければ と、 主税は それ を 思う の 

であった。 

(それにして もお 八重が 盗人と は！ お 館の 宝物の 

数々 を 盗んだ、 その 盗人が お八 重 だと は！) 



これ を 思う と 彼 は 発狂し そうで あ つ た。 

(恋人が 盗人と は！ それ も 尋常の 盗人で はない、 お 

館 を 破滅に 導こうと する、 獅子身中の虫の ような 盗人 

なの だ！) 

見る に 忍びない というよ うな 眼 付 をして、 主 税は隣 

室の 方へ 眼 を やった。 

そこにお 八重が 突っ伏し ていた。 

こっちの 部屋から 流れ こんで 行く 燈 光で、 その 部屋 

ぼ つ こむらさき し み 

は茫と 明るかった が、 その 底に 濃紫 の斑點 かの ように、 

お八 重 は 突っ伏して 泣いて いた。 

泣き声 は 聞こえて はこなかった が、 畳の 上へ 両袖 を 



重ね、 その 袖の 上へ 額 を 押しつけ、 片頰を 主税の 方へ 

わずかに 見せ、 その 白い ふつく リ した 艷 かしい 片頰 を、 

かすかで は あるが 規則正しく、 上下に 揺すって 動かし 

ている ので、 しゃくり あげてい る ことが 窺われた。 

それ は 可憐で 痛々 しくて、 叱られて 泣いて いる 子供 

のよう な、 あどけな さ を さえ 感じさせる 姿で あ つ た。 

(あの 子が、 お八 重が、 何で 盗人であろう！) 

そういう 姿 を 眼に 入れる や、 主税は 猛然と そう 思つ 

た。 

(これ は 何 かの 間違いな の だ！) 

「お八 重 殿」 と 嗄 れた 声で、 主税は 嘆願で もす るよう 



て …… あるお 方に 頼まれまして …… お 館の 数々 のお 宝 

物 を、 盗んだ に 相違 ござ リ ませぬ。 …… 貴郎 様のお 手 

にか かりまして、 もし 死ねましたら 八重 は 本望！ … 

…悲しい は 愛想 を 尽かされ ますこと— 死にた 

い！ 殺して 下さ リ ませ！」 

花が 不意に 散った ように、 お八 重の 顔 は 沈んで 袖の 

上へ 消えた。 

泣き声が 細い糸の ように 引かれた。 

(そうか、 やっぱり 盗人な のか) 

主 税は首 を 膝へ 垂れた。 

(深い 事 S! が あると いった。 そうだろう！ その 事晴 



は？) 

泣き声 はなお も 断続して 聞こえた。 

(事情に よ つ て は 許され もす るが …… ) 

(あるお 方に 頼まれた という。 何者だろう、 頼んだ も 

の は？) 

「ここ を 出たい！」 と 声に 出して、 主税は 思わずそう 

叫んだ。 

緦を 千切って、 お八 重 を 助け出して、 ここ を 出たい！ 

ここ を 出たい！ 

無効と 知りながら 又主税 は、 満身に 力 を 籠め て 体 を 

揺すった。 



しかし、 緦は 切れようと もしない。 

時が だんだん 経って 行く。 

廊下に 向いて 立てられて ある 襖が、 向う側から 開い 

たの は、 それから 間もなくの ことであった。 

(来たな、 頼 母め！) と 主税は 睨んだ。 

しかるに、 部屋の 中へ 入って 来たの は、 赤い ちゃん 

ちゃん こ を 着た 小 猿であった。 

「猿！」 と 主税は 思わず 叫んだ。 

途端に、 小 猿 は 飛び かかって 来た。 

「こやつ！」 

しかし 藤 八 猿 は、 主税の 体に かかって いる 緦を、 そ 



「誰もが 命 は 惜しい もので。 独楽 は 渡さぬ、 配下に も 

ならぬな どと、 彼と てよ もや 申しますまい」 

「そり ゃァ もう 云う まで もない ことで」 と つづいて 勘 

兵衛が 合槌を 打った。 

「まして や 独楽 を 献上し、 お 殿様の 配下に なり さえす 

れば、 お八 重 様と いう 美しい お 腰元と、 夫婦に なれる 

というの ですから ねえ。 …… が、 そうなる とお 殿様の 

方 は？」 と 頼 母の 方へ 厭な 眼 を 向け、 

「そうなります ると お 殿様の 方 は、 お八 重 様 を ご 断念 

なされる ので？」 

「またお 喋 舌り か」 と 苦笑い をし、 頼 母 は ジロリ 〔# 



「ジ ロリ」 は 底本で は 「ヂ ロリ匕 と 勘 兵衛を 睨んだ。 

「性懲り もな く 又べ ラベ ラと」 

「これ は、 えへ、 え ッへッ へッ」 

勘 兵衛は 亀の ように 首を縮めた。 

覆面 をして いた 五 人の 浪人 も、 今 は 頭巾 を 脱ぎす て 

て、 遥か 末座に 居並んで、 つつまし く 酒 を 飲んで いる。 

(八重！ くれる に は 惜しい 女 さ) 

ふと 頼 母 はこう 思 つ た。 

(が、 独楽に は 換えられぬ。 …… それに 主税 というよ 

うな、 敵ながら 立派な 若い 武士 を、 味方に する ことが 

出来る のなら、 女 一人ぐ らい 何の 惜しむ もの か) 



うしろ 

男女 四 人 は ひた 走った。 すると その 時 背後から、 追い 

迫って 来る 数人の 足音が 聞こえた。 

( 一 人 二人 叩つ 斬って やろう) 

今まで 苦しめられた 鬱忿 と、 女た ち を 逃がして やる 

手段と しても、 そうしなければ なるまい と 主税は 咄嗟 

に决 ひし.， こ。 

「拙者に かまわず 三人に は、 早く 土塀 を 乗り越えて、 

き や つ 

屋敷より 外へ お出でな され。 …… 拙者 は 彼奴ら を 一 人 

二人— 」 

云いす てると 主税は 引つ 返した。 

「それで は 妾 も！」 と 強気の あやめが、 主税の 後から 



後 を 追った。 

「お葉 や、 お前 はお 八重 様 を 連れて …… 」 

「あい。 …… それで は。 …… お八 重 様！」 

二人の 女 は 先へ 走った。 主税の 正面から 浪人の 一人 

が、 命知らず にも 斬り 込んで 来た。 

r 怨、 晴らす ぞ！」 と 主税は 喚き、 片膝 折り 敷く と 思つ 

たが、 抜き 持って いた 刀 を 横へ 払った。 斬られた 浪人 

は 悲鳴と 共に、 手から 刀 を 氷柱の ように 落とし、 両手 

で 右の 脇腹 を 抑え、 やがて 仆 れてノ タウ チ 廻った。 

すると、 その 横 を ひた 走って、 あやめの 方へ 突き進 

む 男が あった。 



赤い ちゃんちゃんこ を 着た 一 匹の 小 猿が、 淀 屋の独 

楽 を 両手に 持ち、 胸の 辺りに 支えて 視 いている ではな 

ヽゝ o 

レ 力 

頼 母 は クラ クラと 眼が 廻った。 

「 」 

無言で 背後から 躍り かか つ た。 

その 頼 母の 袖の 下 をく ぐり、 藤 八 猿 は 独楽 を 握った 

まま、 素早く 廊下へ 飛び出した。 

「は— ッ」 と 不安の 溜息 を 吐き、 後 を 追って 頼 母も廊 

下へ 出た。 数 間の 先 を 猿 は 走って いる。 

「は— ッ」 



頼 母 は よろめきながら 追った。 猿 は 庭へ 飛び下りた。 

頼 母 も 庭へ 飛び下り たが、 猿の 姿 は 見えなかった。 

頼 母 は ベタ ベタと 地へ 坐った。 

「取られた— 独楽 を— 淀屋の 独楽 を！ 

镜こ— ま— ッ As こ！ 袁こ！ | 

恋の わび 住居 

れんぎ よう 

それから 一月の 日が 経った。 桜 も 散 リ連翹 も 散り、 

四辺 は 新緑の 候と なった。 

え ばら ごお リ はなれ ちから 

荏 原 郡 馬 込の 里の、 農家の 離 家に 主税と あやめと が、 



夫婦の ようにして 暮らして いた。 

おもてむき 

表面 は 夫婦と 云って はいるが、 体 は 他人の 間柄で 

あった。 

三 間 ほど ある 部屋の その 一 つ、 夕陽の 射して いる 西 

向きの 部屋に、 三味線 を 膝へ 抱え 上げ、 あやめが 一 人 

で 坐って いた。 

r\ 逢う ことの まれ まれな れ ば恋ぞ か し 

い つも 逢うて は 何の 恋ぞも 

爪び きに 合わせて あやめ は 唄い 出した。 隆達 節の 

流れ を 汲み、 天 保 末年に 流行した、 新隆 達の 小唄な の 

である。 



あやめの 声に は艷 があった。 よく 慣らされ ている 咽 

喉から 出て、 その 声 は 細かい 節と なり、 悩ましい 初夏 

の 午 さがり を、 いよいよ 悩ましい ものにした。 

少し 汗ばんで いる 額の 辺りへ、 ばらり とほ つれた 前 

髪 を かけ、 薄 紫の 半襟から 脱いた、 白蠟 のよう な 頸 を 

前に 傾げ、 潤い を 持たせた 切 長の 眼 を、 半眼に うつと 

りと 見 ひらいて、 あやめ は 唄って いるので あった。 

A やるせな や 帆 かけて 通る 船 さえ も 

都鳥 番 いは 水脈に せかれたり 

不意に あやめ は 溜息 をし、 だるそう に 三味線 を 膝の 

上へ 置く と、 襖 ごしに 隣室へ 声をかけた。 



青い 畑が、 数十 町 も 展開け て 見えた。 

(何だろう？ 人だかりが している よ) 

あやめ は 縁側へ 出て 行って、 畑の 中の 野道の 上に、 

十数 人の 男女が 集まって いるのへ、 不思議 そうに 視線 

を 投げた。 

しかし 距離が 大分 遠かった ので、 野道が 白地の 帯の 

ように 見え、 人の 姿が 蟻の ように 見える だけであった。 

そこで あやめ は 眼 を 移し、 はるか あなたの 野の 涯に、 

起伏して いる 小山 や 谷 を 背に、 林の ような 木立に 囲ま 

れ、 宏大な 屋敷の 立って いるの を 見た。 

あやめに とって は 実家で あり、 不思議と 怪奇と 神秘 



「わ ッ」 

人々 は 声 を あげ、 驚きと 賞讃と 不気味 さ を も つ て、 

夕顔の ような 白い 花 を、 まぶし そうに ふり 仰いで 眺め 

た。 

ほ A もの すがた 

「アツ ハツ ハツ、 幻 じ や！ 実在で はない 仮の 象 

じ や！」 

夕顔の 花から 二 間 ほど 離れ、 夕顔の 花 を 仰ぎ見な が 

ら、 杖に 寄って いた 飛 加 藤の 亜流 は、 払 子の ような 白 

髯を顫 わせながら、 皮肉に 愉快そう にそう 云った。 

「何で 夕顔が このように 早く、 このように 大きく 育つ 

ことがあろう！ みんな ケ レン じ や、 みんな 詭計 



少し 古びた 畳の 上で、 淀屋の 独楽が 静かに 廻って いた _ 

また 何 か 文字で も 現われまい かと、 今日 も 熱心に 淀屋 

の 独楽 を、 彼 は 廻して いるので あった。 

「あ ッ！」 と 主税は 思わず 叫んだ。 

「何 をな さる、 これ は 乱暴！」 

うしろ 

でももう その 時には 主 税の体 は、 背後から あやめの 

手に よって、 横倒しに 倒されて いた。 

「悪巫山戯 も いい加減 になされ。 人が 見ましたら 笑う 

で ござろう」 

主税は 寝た ままで 顔 を 上げて 見た。 すぐ 眼の 上に あ 

る ものと いえば、 衣裳 を 通して 窺われる、 ふつく りと 



「ねえ 主税 さま」 と あやめ は 云って、 介え ている 手へ 

力を入れた。 

「こう 貴郎 さまの 身近く に 寄つ て、 貴郎 さま を 見下ろ 

すの は、 これで 二度目で ございま すわね え。 一度 はお 

茶ノ 水の 夜の 林で、 覚兵衛 たちに 襲われて、 貴郎 さま 

がお 怪我 をなさい ました 時。 …… あの 時 妾 は 心の たけ 

を、 はじめてお 打ち明けいた しました わね え …… そう 

して 今日は 心の 怨み を— でも、 この 次に は、 三 

度 目に は？ いえいえ 三度 目 こそ は 妾の 方が、 貴 

郎 さまに 介抱され て …… それ こそ 本望！ 女の 本望！ 

…：- 」 



涙が 主税の 顔へ 落ちた。 しかし 主 税は眼 を 閉じて い 

た。 

(無理 はない) と 彼 は 思った。 

(たとえば 蛇の 生殺しの ような、 そんな 境遇に 置いて 

いるの だからな あ) 

一 月 前の ことで ある、 松 浦 頼 母の 屋敷の 乱闘で、 云 

いかわし たお 八重と は 別れ 別れと なった。 あやめの 妹 

だとい う 女 猿 廻し の、 お葉と いう 娘と も 別れ 別れと 

なった。 殺された か 捕らえられ たか、 それとも うまく 

遁れる ことが 出来て、 どこかに 安全に 住んで いるか？ 

それさえ いまだに 不明であった。 



三下 悪党 

ちから しあわせ 

主税と あやめば かり は 幸福に も、 二人連れ 立って 遁 

れる ことが 出来た。 

しかし 主 税は田 安家お 長屋へ、 帰って 行く こと は 出 

たの も 

来なかった。 いずれ 頼 母が あの 夜の 中に、 田 安中 納言 

様へ 自分の こと を、 お八 重 を 奪って 逃げた 不所存者、 

お 館 を 騒がした 狼藉者と して、 讒誣 中傷した ことで あ 

ろう。 そんなと ころへ うかう か 帰って 行って、 頼 母の 

奸悪を 申し立てた ところで、 si じられ ようはず はない。 



すま い 

夫婦の ように 住居して 来たので あった。 

しかるに 二人して 住んで いる 間 も、 主税に 絶えず 思 

い 出される こと は、 云い かわした 恋人お 八重の ことで、 

従って 自 ずと それが 口へ 出た。 そうでない 時には 淀屋 

の 独楽 を 廻し、 これまでに 現われ出た 文字 以外の 文字 

が、 なお 現われ はしまい かと 調べる ことであった。 

しかし もちろん 主税 として は、 あやめの 寄せて くれ 

る 思慕の 情 を、 解して いない こと はなく、 のみならず 

いのち 

あやめ は 自分の 生命 を、 二度まで も 救って くれた 恩人 

であった！ 

(あやめの 心に 従わなければ …… ) 



このように 思う こと さえ あ つ た。 

しかし 恋人お 八重の 生死が、 凶と も吉 とも 解らない 

先に、 他の 女と 契り を 交わす こと は、 彼の 心が 許さな 

かった。 そこで これまで は あやめに 対して、 故意と 冷 

淡に 振舞って 来た。 

が、 今にな つて その あやめから、 このように 激しく 

訴えられて は、 主税 として は 無理な く 思われ、 心が 動 

かないで はいられなかった。 

堅く 眼 を 閉じて はいた けれど、 あやめの 泣いて いる 

ことが 感じられる。 

(決して 嫌いな 女で はない) 



なかば 恍惚と なった 心の中で、 ふと 主税 はそう 思つ 

た。 

(綺麗で、 情熱 的で、 覇気が あって、 家格 も 血統 も 立 

派な あやめ！ 好きな 女 だ 好きな 女 だ— 云い か 

わした お八 重と いう 女 さえなければ …… ) 

恋人 ともなり 夫婦 ともなり、 末長く 暮らして 行ける 

女 だと 思った。 

(しかも このように 俺 を 愛して！) 

カツと 〔# 「カツと」 は 底本で は 「カツと 匕 胸の 奥の 燃 

える の を 感じ、 全身が にわかに 汗ばむ の を 覚えた。 

( い つ そ あやめと 一 緒に なろう か) 



淀屋の 独楽 さ え 置いて ある。 

(凄い ような 獲物 だ) と 勘 兵衛は 思った。 

(独楽 を 引つ 攫って 荏 原 屋敷へ 駆けつけ、 頼 母 様へ 献 

上して やろう) 

き 

勘兵衛 はこう 心 を 定める と、 ソロ リ ソロ リと 縁側の 

方へ、 身 を しずかに 這い 寄せて 行った。 

まだ 痛む 首 根っ子 を 片手で 抑え、 別の 片手 を 縁の ふ 

ちへ かけ、 開いて いる 障子の 隙間から、 部屋の 中 を 窺つ 

うす ぴかリ 

ている 勘 兵 衛の姿 は、 迫って 来る 宵闇の 微光の 中で、 

まこと 大きな 蟇の ように 見えた。 

頼 母の 屋敷で 奪い取った、 二つ目 〔# 「二つ目」 は 底 



本で は 「二つの 目 匕 の 淀屋の 独楽 を、 玩具の ように 両手 

に 持った、 藤 八 猿 を 背中に 背負い、 猿 廻し のお 葉が こ 

の 百姓家の 方へ、 野道 を 伝わって 歩いて 来たの も、 ちょ 

うど この頃の ことであった。 

はなれや 

離 家の 門口まで 来た。 

(この 家 じゃァ ないか しら？) と 思案しながら 佇んだ。 

藤 八 猿の 着て いる 赤い ちゃんちゃんこと、 お葉の 

冠って いる 白 手拭と が、 もう 蚊柱の 立ち 初めてい る 門 

の、 宵闇の 中で 際立って 見えた。 

(案内 を 乞うて 見よう かしら？) 

思い惑いながら 佇んで いる。 



田 安屋 敷の 乱闘のお リ、 幸いお 葉 も 遁れる ことが 出 

来た。 でも 姉の あやめと も、 腰元のお 八重と も、 姉の 

恋人 だとい う 山 岸主税 とも、 一 緒に なれずに 一 人 ぼつ 

ちとな つた。 

(姉さんが 恋しい、 姉さんと 逢いたい。 主税 様の 行方 

が 解ったら、 姉さんの 行方 も 解る かも 知れない) 

ふとお 葉 はこう 思つ て、 今日の 昼 こつ そり 田 安家の 

お 長屋、 主税の 屋敷の 方へ 行って みた。 すると 幸いに 

も 主税の 親友の、 鷲 見 与 四郎と 逢う ことが 出来た。 

「馬 込の こうこう いう 百姓家の 離 家に、 あやめと いう 

女と did んで 居る よ」 と、 そう 与 四郎は 教えて くれた。 



主税 にと つて 鷲 見 与四郎 は、 親友で も あり 同志で も 

あった。 —— 頼 母の 勢力 を 覆えそう とする、 その 運動 

の 同志だった ので、 与四郎 へだけ は 自分の 住居 を、 主 

税は そっと 明かして いたのであった。 

聞かされた お葉 は 躍り 上って、 すぐに 馬 込の 方へ 足 

を 向け、 こうして 今 ここへ やって来た のであった。 

(この 家ら しい) とお 葉 は 思った。 

(考えて いたって 仕方がない。 案内 を 乞おう、 声 を か 

けて みょう。 …… いいえ それより 藤 八 を 舞わして、 座 

敷の 中へ 入れて みょう) 

お葉 は 肩から 藤 八 猿 を 下ろした。 



(こいつ を 頼 母 様へ 献上して みろ、 俺、 どんなに 褒め 

られ るか しれね え。 …… それにしても あやめと 主税と 

が、 あんな 所に 住んで いようと は。 …… 頼 母 様に お 勧 

めして、 今夜に も 捕らえて 処刑して やらな けり ゃァ。 

…… ) 

飛 加 藤の 亜流と いう 老人 も、 それにた かっていた 

人々 も、 とうに 散って 誰もい ない 野の 道 を、 小 鬼の よ 

うに 走りながら、 そんな こと を 思って いるので あった _ 

空に は 星が ちらばつ てい、 荏 原 屋敷 を 囲んで いる 森 

が、 遥かの 行 手に 黒く 見えて いた。 



頼 母 は 手に入れる や、 部屋で 即座に 廻して みた。 幾 十 

回と なく 廻して みた。 と、 独楽の 蓋に あたる 箇所へ、 

次々 に 文字が 現われて 来た。 

「淀」 「荏 原 屋敷」 「に 有りて」 「飛 加 藤の 亜流」 等々 と 

いう 文字が 現われて 来た。 …… でももう それ 以上 は 現 

われなかった。 では どうして こんな 深夜に、 庭の 亭の 

卓の 上な どで、 改めて 独楽 を 廻す のだろう？ 

それ は 荏 原 屋敷の 伝説から であつ た。 

伝説に よると これらの 亭は、 荏 原 屋敷の 祖先の 高麗 

人が、 高麗から 持って来 たもので あり、 それ を ここへ 

据え HE ける 場合に も、 特に その 卓の 面 は 絶対に 水平に、 



に 無断に こんな 所へ 来て、 わたしに 向かって お母様な 

どと— 怪しい お 人 だ、 人 を 呼ぼう か！」 

「お母様、 お 久しぶり ねえ」 

「 」 

「お別れし たの は 十 年 前の、 雪の 積もった 日で ござい 

ましたが、 …… お母様 もお 変わりな さいました こと。 

…… でも 妾 は、 このお 葉 は、 もっと 変わりまして ござ 

います。 …… 苦労した からで ございま しょうよ。 …… 

産みの お母様が ご覽 になっても、 それと 知れない 程で 

す ものね え。 …… 妾 はお 葉で ございます …… 」 

「お葉 £:」 



レ ます ！ 」 

「お葉、 それで は、 それで はお 前 は？」 

「知って おりました、 知って おりました！ 知って お 

れば こそ このお 葉 は、 この 罪悪の 巣に おられず、 家出 

をした ので， 一 ，- ざいます！」 

「そんな …… お前 …… いえいえ それ は！」 

「悪人！ 姦婦！ 八ッ 裂きに してやろ うか— 

いえいえ いえ、 やっぱり お母様 だ— わたし を、 

はなかん ざし 

わたし を、 いとしが り 可愛がり、 花簪を 買って 下さ 

れ たり、 抱いて 寝させて 下さいました、 産みの お母様 

でございます— でも、 おおお お、 その お母様が、 



主税が 片手に 握って いるもの は、 血の したたる 抜 身 

であった。 

それにしても どうして 主税ゃ あやめ や、 お葉まで が 

荏 原 屋敷へ、 この 夜 忍び込んで 来たので あろう？ 

自分た ちの 持って いた 淀屋の 独楽 は 何者かに 奪われ 

てし まった けれど、 藤 八 猿から 得た 独楽に よって、 幾 

行かの 隠 語 を 知る ことが 出来た。 

ま え 

そこで 主税は その 隠語 を、 以前から 知っている 隠語 

と 合わせて、 何 かの 意味 を 探ろうと した。 隠語 はこの 

ように 綴られた。 …… 「淀屋 の 財宝 は 代々 荏 原 屋敷に 

ありて 飛 加 藤の 亜流 〔# 「亜流」 は 底本で は 「悪 流ヒ 守護 



わか 

す。 見る 日 は 南」 と。 「見る 日 は 南」 という 意味 は 解ら 

なかった が、 その他の 意味 はよ く 解った。 飛 加 藤の 亜 

流 〔# 「亜流」 は 底本で は 「悪 流 匕 という 老人の こと も、 

お葉の くわしい 説明に よって 解った。 そうして どっち 

みち 淀屋の 財宝が、 荏 原 屋敷の どこかに あると いう こ 

とが、 ハツ キリ 主税に 感じられた。 そこで 主 税は荏 原 

屋敷へ 忍び込んで、 財宝の 在 場所 を 探りたい と 思った。 

あやめ は あやめで 又 思 つ た。 

きょうだ い 

(姉妹 二人が 揃った の だから、 すぐに も 荏 原 屋敷へ 

乗り込んで 行って、 主馬 之 進 を 殺して 復謦 したい。 お 

父 様の 怨み を 晴らしたい) 



双方の 祈願が 一緒にな つて、 あやめと お葉と 主税と 

は、 この 夜 荏 原 屋敷へ 忍び込んだ のであった。 

さて 三人 忍び込んで みれば、 天の 助けと いうので も 

あろう か、 頼 母が い、 勘兵衛 がいた。 

(よし、 それで は 次々 に、 機 をみ て 討って 取って やろ 

う) 

木陰に 隠れて 機会 を 待った。 

と、 構え 内 を 警護して いた、 頼 母の 家来の 覆面 武士 

の 一 人に、 見 現わされて 誰何され た。 主税は その 覆面 

武士 を、 一 刀の 下に 斬リ仆 した。 と、 大勢が この 方面 

へ 走って 来た。 主税は あやめ を 引つ 抱えて、 木立の 陰 



返り討ちに 遇う 心配が あった。 機 を 見て 別々 に 一 

人々々、 討って 取らなければ ならなかった。 

い き 

一 一人 は 呼吸 を 呑み 潜んで いた。 

閉 扉の 館 

「曲者 を 探せ！」 という 烈しい 怒声が、 頼 母の 口から 

ほとばし つたの は、 それから 間もなくの ことであった _ 

俄然 武士た ち は 四方へ 散った。 そして 二人の 覆面 武 

士 が主税 たちの 方 へ 小 走つ て 来た。 

「居た— ッ」 と 一 人の 覆面 武士が 叫んだ。 



る、 その 恐ろしい 古沼であった。 

逃げよう にも 逃げられない。 

敵 を 迎えて 戦ったなら、 大勢に 無勢 殺される であろ 

、つ。 

(どうしょう) 

(ここで 死ぬ のか) 

(おお、 みすみす 返り討ちに 遇う のか) 

その 時 何たる 不思議であろう！ 

閉 扉の 館の 裏の 門の 扉が、 内側から 自 ずと ひらいた 

ではない か！ 

一 一人 は 夢中に 駆け込んだ。 



すると、 扉が 内側から、 又自 ずと 閉ざされた ではな 

ヽ/ T O 

レ 力 

屋内 は 真の闇であった。 

死ぬ 運命の 二人 

あけず 

閉 扉の 館の 闇の 部屋で、 主税と あやめと が 寄り添つ 

ている 時、 館の 外側で は 頼 母 や 主馬 之 進 や 覚兵衛 や 勘 

兵衛 たちが 集まって、 ひそ やかな 声で 話し合って いた。 

「不思議 だな、 消えて しまった」 

抜いた 刀 を ダラ リと 下げて、 さも 審し いというよう 



に、 頼 母 はこう 云って 主馬 之 進 を 眺めた。 主馬 之 進 も 

抜き身 を ひつ さげた まま、 これ も審 しいと いうよう に 

四方 を 忙しく 見廻した が、 

「 一 方は閉 扉の 館、 また 一 方 は 底な しの 古沼、 前と 

ラ しろ 

背後と から は 我々 や 覚兵衛 たちが、 隙な く 取り 詰めて 

参りました のに、 主税も あやめ も 消えて なくなつ たよ 

うに、 姿 をく らまして しまい ましたと は 9 不思 

議を通 りこして 気味の わるい ことで」 

「沼へ 落ちた ので は ございますまい か？」 

覚兵衛 が 横から 口を出した。 

「沼へ 落ちた のなら 水 音が して、 あっした ちに も 聞 こ 



探した が、 この 館ば かり は 探さなかった。 其方 や 松 女 

が 厭が るから じ や！ が、 今夜 はどう あろうと、 屋内 

へ 入って 探さなければ ならぬ」 

「兄 上！ しかし、 それば かり は …… 」 と 主馬 之 進 は 

夜 眼に も 知られる ほどに、 顔色 を 変え 胴顫ぃ をし、 

「ご 勘弁 を、 平に、 ご 勘弁 を！」 

「覚 兵衛、 勘 兵 衛！」 と 頼 母 は 叫んだ。 

「この 館の 戸 を 破れ！」 

「いけね え、 殿様 ァ —— ッ」 と 勘 兵衛は 喚いた。 

「そいつ ァ f 可ね え！ あっし ゃァ 恐い— 先代 

の 怨みの 籠つ ている 館 だ— あっし も 手伝つ て 



手 を 貸して、 館の 戸 を 破り だした。 

この 物音 を 耳に した 時、 屋内の 闇に 包まれて いた 主 

税と あやめと は ハツと なった。 

「主税 様」 と あやめ は 云った。 

「頼 母 や 主馬 之 進た ちが 戸 を 破って …… 」 

「うむ、 乱入いた すそうな。 …… そうな つて はどうせ 

切り死に …… 」 

かたき 

「切り死に 9 敵と、 お 父 様の 敵と …… それで 

は 返り討ちになります のね。 …… 構わない 構わない ど 

うなろうと— 本望、 わたし は、 わたし は 本望！ 

…… 主税 様と 二人で 死ぬ のなら …… 」 



亡魂の 招く ところ 

たちまち ふいに 闇の 部屋の 中へ、 一筋の 薄 赤い 光が 

した。 

(あつ) と 二人ながら 驚いて、 光の 来た 方へ 眼 を やつ 

た。 

奥の 部屋 を 境して いる 襖が あって、 その 襖が 細目に 

ともし ぴ 

開いて、 そっちの 部屋に ある 燈 火の 光が、 その 隙間 か 

ら 射し 込んで 来たと、 そう 思われる ような 薄 赤い 光が、 

ぼつと この 部屋に 射して 来て いた。 



〜」 と 主税は ヌッと 立ち上った。 

「では 妾 も」 と あやめ も 立った。 

でも 二人が 隣 部屋へ 入った 時には、 薄 赤い 光 は 消え 

てし ま つ た。 

(さて は 心の 迷いだった か) 

(わたしたちの 眼 違いであった のか しら) 

二人 は 茫然と 闇の 中に、 手 を 取り合って 佇んだ。 こ 

の 間 も 戸 を 破る 烈しい 音が、 一 一人の 耳へ 聞こえて きた。 

と、 又も 同じ 光が、 廊下 をへ だてて いる 襖の 隙から、 

幽かに 薄 赤く 射して 来た。 

(さて は 節 下に— 二 



館であった。 その 館に 持主の 知れない 薄 赤い 燈 火の 光 

が 射して、 あっちへ 動き こっちへ 移って、 二人の 男女 

を 迷わせる！ さて は 殺された 先代の 亡魂が、 怨恨の 

執念から 行なう 業で は 9 

こう 思えば 思われる。 

これが 二人 を 怯 かした ので ある。 

し た わたし 

「主税 様 階下へ 降りましょう。 …… もう 妾 はこん な 

所に は …… こんな 恐ろしい 所に は— それより 

いっそ 階下へ 降りて、 頼 母た ちと 斬リ 合って、 敵わぬ 

まで も 一太 刀 怨み、 その上で 死にましょう！」 

あやめ は 前歯 を 鳴らしながら 云った。 



いえいい え 生みの 家へ …… おおお お 帰って おいで だつ 

たの か— あやめ や、 あんまりな、 あんまりな 言 

葉— 悪女と は！ 懺悔す るかえ と は— わ 

たし は、 あれから、 毎日々々、 涙の 乾く 暇 もない ほど 

に、 後 P- して 後 海して 」 

「お黙り！」 と 絹で も 引裂く ような 声が、 —— あやめ 

の 声が 遮った。 

さ つ き 

「わたし は 先刻から 雨戸の 隙から、 お前さん たちの 様 

子 を 見て いたの だよ。 …… お葉が お前さん を 引っ張つ 

て、 この 二階へ 連れて来 ようとす るのに、 お前さん は 

行くまい と 拒んで いた じゃァ ないか …… ほんとうに 後 



植木 師 たちの 本拠 は秩 父に あつたが、 秩 父から 直接 

植木 を 運んで、 諸家へ 植え込み はしない のであった。 

まず 秩 父から 運んで 来て、 本 門 寺つ づきの 丘 や 谷に、 

その 植木 をと りこに して 置き —— そこが 秩 父の 出店な 

ので あるが —— そこから 次々 に 植木 を 運んで、 諸家へ 

納める ようにして いるので あった。 ところがと リ こに 

して 置いた たくさんの 植木が、 今日です つかり 片付い 

てし ま つ た。 

そこで 彼ら は 本拠の 秩 父へ、 今夜 帰って 行く ことに 

し、 今 歩いて いるので あった。 ：：： 

(わたしに は 他に 行く ところ はない。 わたし も秩 父へ 



行く ことにしよう) 

お八 重 はこう 悲しく 心に 決めて、 彼らと 一緒に 歩い 

ている のであった。 

(主 税様は どこに どうして おられる やら。 …… ) 

思われる の は 恋人の ことであった。 

ほとんど 江戸 中 残る ところな く、 主税の 行方 を 探し 

たので あつたが、 けっきょく 知る ことが 出来なかった。 

秩父 山中へ 行って しまったら、 —— 又、 江戸へ でる 

機会 は あるに しても、 秩父 山中に いる 間 は、 主 税を探 

す こと は 出来ない わけであって、 探す こと さえ 出来な 

いので あるから、 まして 逢う こと は 絶対に 出来ない。 



この ことが 彼女に は 悲しい のであった。 

( い つ そ 江戸 へ 残ろう かしら？) 

でも 一人 江戸へ 残ったと ころで、 生活して 行く こと 

は 出来そう もなかった。 

奉公 を すれば 奉公先の 屋敷へ、 体 をし ばられ なけれ 

ばなら ないし、 と 云って まさかに 門 付な どに なって、 

人の 家の 門へ など は 立てそう もなかった。 

(わたしに は 主 税様は 諦められない) 

月光が 霜の ように 地面 を 明るめ、 彼女の 影 や 植木 師 

たちの 影 を、 長く 細く 曳 いていた。 

荏 原 屋敷の 土塀に 添って、 なお 一行 は 歩いて いた。 



奇怪な 邂逅 

藤 八 猿が 居る からに は、 持主のお 葉が いなけれ ばな 

ら ない。 —— とお 八重 はそう 思った。 お葉に 逢って 訊 

ようす 

ねたならば、 恋人 主税の その後の 消息 を、 耳に する こ 

とが 出来る かもしれ ない。 —— - 

(このお 屋敷の 土塀 を 越して、 藤 八 猿 は 来た はず だつ 

た！) 

裾に まつわる 藤 八 猿 を、 自由に 裾に まつわらせ なが 

ら、 お八 重 は 荏 原 屋敷の 土塀 を 見上げた。 土塀 を 高く 

ぬきん 出て、 繁 つた 植 込の 枝 や 葉が 建物の 姿 を 隠して 



いる。 

(人声 や 物音が する よう だが？) 

(何 か 間違いでも 起こった のか しら？) 

(それとも 妾 の 空耳 かしら？) 

なお もお 八重 は 聞き澄ました。 物音 は 間断な く 聞 こ 

えてく る。 

ょラす 

主税の 消息 を 知っている お葉が、 居る かもしれ ない 

屋敷の 構内から、 不穏な 物音の 聞こえる という こと は、 

お八 重に と つ て は 心配であった。 

(妾、 屋敷 内へ 入って 行って みょう か？) 

でも どこから 入れる だろう？ 土塀 を 乗り越したら 



入れる かもしれ ない。 

けれど そんな こと をして いるう ちに、 植木 師の 一隊 

は 彼女 を 見捨て 秩父 山中へ 行って しまう にちがいない。 

現に 彼女が 思案に余って、 土塀 を 眺めて 佇んで いる 

間に、 植木 師の 一 隊は 彼女から 離れて、 一 町 も 先の 方 

を 歩いて いるの だから。 …… 

(どうしょう？ どうしたら よかろう？) 

地 団太を 踏みたい 心 持で、 彼女 は 同じ 所に 立って い 

た。 

でも、 間もなく 彼女の 姿が、 土塀に 上って 行く のが 

見えた。 



恋人の 消息が 知れる かも 知れない。 —— この 魅力が 

荏 原 屋敷へ、 彼女 をとうと う 引き入れた のであった。 

月光に 照らされ たお 八重の 姿が、 閉 扉の 館の 前に 現 

われた の は、 それから 間もなくの ことであった。 

高い 二階建ての 館の 二階へ、 地上から 梯子が かかつ 

てい、 閉ざされ ている 鎧の ような 雨戸が、 一枚 だけ 開 

いている。 そうして 館の 裏側と、 館の 屋内から 人声 や 

物音が、 間断な く 聞こえて くるよう であった。 

(やはり 何 か 事件が 起こって いるの だよ) 

ぼんやり 

お八 重 は 二階 を 見上げながら、 しばらく 茫然と 佇ん 

でいた。 



二階 座敷に 攻勢 をと り、 階段 を 上る 我らの 味方 を、 斬 

リ 落とし 斬り 落としい たします る」 

大息 吐いて 注進す る 後から、 お 喋 舌 りの 勘 兵 衛が飛 

出して 来て、 

「坂 本 様 も 宇津木 殿 も、 斬り 仆 されまして ございます。 

とても こいつ ァ 敵いません や。 向こうに ゃァ 奥様と い 

う 人質が あって、 こっちが 無鉄砲に 斬り 込んで 行き や 

ァ、 奥様に 大 怪我 させ るんで すから ねえ」 とこれ も大 

息 吐いて 呶 鳴り 立てた。 

「ナニ 家内が 捕虜に された £:」 とさす がの 主馬 之 進 も 

仰天した らしく、 



「それ は 一 大事う ち 捨て は 置け ない— 方々 お 続 

き 下されい！」 と 屋内へ 夢中で 龃け 込んだ。 

「では 拙者 も」 と、 それに つづいて 覚兵衛 が 屋内に 龃 

け 込めば、 

「それじゃ ァ あっし ももう 一 度」 と 勘 兵衛も 意気込ん 

で龃け 込んだ。 

(夫婦の 情愛 は 別の もの だな) と 後に 残った 頼 母 は 眩 

き、 戸口から 屋内 を視き 込んだ。 

(臆病者の 主馬で は あるが、 女房が 敵の 手に 捕らえら 

れ たと 聞く や、 阿修羅の ように 飛び込んで 行きお つた。 

…… ところで 俺 はどうし たもの かな？) 



まつじょ 

頼 母に とって は 松 女の 命な どより、 淀屋の 財宝の 方 

が 大切な のであった。 主税ゃ あやめな ど を 討って とる 

より、 独楽の 秘密 を 解く ことの 方が、 遥かに 遥かに 大 

切なので あった。 

で、 危険な 屋内な どへ は、 入って 行く 気に はなれな 

いのであった。 

太刀 音、 掛け声、 悲鳴な どが、 いよいよ 烈しく 聞 こ 

えて はきた が、 頼 母ば かり はなお 門口に 立って いた。 

すると その 時 老人の 声が、 どこから ともなく 聞こえ 

てきた。 しかも それ は 歌声であった。 

(はてな？) と 頼 母 は 聞き耳 を 立てた。 



うしろ 

?\ 真昼 頃、 見る 日 は 南、 背後 北、 左 は 東、 右 は 

西な り 

歌の 文句 はこうであった。 

そうして その 歌声 は 林の 奥の、 古沼の 方から 聞こえ 

てく る。 

「見る 日 は 南と 云った よう だな」 と 頼 母 は 思わず 声に 

出して 云った。 

(見る 日 は 南と いう この 言葉 は、 独楽の 隠語の 中に 

有った はず だ。 その 言葉 を 詠 み 込ん だ 歌 を 歌う からに 

は、 その 歌の 意味 を 知っていなければ ならない) 

頼 母 は 歌の 聞こえた 方へ、 足 を 空に して 走って 行つ 



と、 又もや 歌声が、 行 手の 方から 聞こえて きた。 

(さ て はむ こうか) と 頼 母 は 喜び、 跫音を 忍ばせて そ つ 

ちへ 走った。 

茨と 灌木と 蔓草と で 出来た、 小 丘の ような 藪が あつ 

たが、 その 藪の 向こう側から、 男女の 話し声が 聞こえ 

てきた。 

(さて は？) と 頼 母 は 胸 をドキ つかせ、 藪の 横から 向 

こう 側を視 いた。 

一 人の 娘と 一 人の 老人と が、 草に 坐りながら 話して 

いた。 

老人 は 白髪 白髯 の、 神々 しいよう な 人物で あつたが、 



しかし それ は 一向 見知らない 人物であった。 しかし、 

女の 方 はお 八重であった。 田 安中 納言 家の 腰元で、 そ 

うして 自分が 想い を 懸けた、 その美し いお 八重で あつ 

た。 

(これ は 一 体 どうした こと だ。 こんな 深夜に こんな 所 

に、 お八 重な どが いようと は？) 

夢に 夢見る 心 持で、 頼 母 は 一 剎那 ぼんやり してし 

まった。 

そば ひと つ 

しかし、 老人の 膝の 側に、 龕燈 がー 個 置いて あり、 

その 龕燈の 光に 照ら され、 淀屋の 独楽に 相違な い 独楽 

が、 地上に 廻って いるの を 眼に 入れる と、 頼 母 は 俄然 



正 気づ いた。 

(独楽が ある！ 淀屋の 独楽が！ 三つ 目の 独楽に 相 

違ない！) 

この 時 老人が 話し 出した。 

「ね、 この 独楽へ 現われる 文字 は 『真昼 頃』 という 三 

うしろ 

つの 文字と 『背後 北、 左 は 東、 右 は 西な り』 という、 

も じ ほか 

十一 文字の 外に はない。 …… もう 一 つの 独楽に 現われ 

て 来る ところの 『見る 日 は 南』 という 五つの 文字へ、 

この 独楽へ 現われた 文字 を 差し 加える と 「真昼 頃、 見 

る 日 は 南、 背後 北、 左 は 東、 右 は 西な リ」 という、 一 

首の 和歌になる の だよ。 …… そうして この 和歌 は 古歌 



出来る 人間 だよ。 そうして わしに 従いて さえ 来れば、 

お前 もどん な ことで も 出来る の だよ。 …… 沼 を 渡って 

行く ことな ども …… 」 

一 一人 は 沼の 方へ 歩いて 行った。 

藪の 陰に 佇んで、 見聞きし ていた 頼 母 は 太い 息 を 吐 

さ、 

「さて はそう いう 事情だった のか」 と 声に 出して 眩い 

た。 

(淀屋 の 独楽の 隠語 は 解けた。 淀屋の 財宝の 在 場所 も 

知れた) 

この こと は 頼 母に は 有り難かった が、 飛 加 藤の 亜流 



とお 八重と が 揃って、 財宝の 所在地へ 行く という こと 

が、 どうに も 不安で ならなかった。 

(財宝 を 二人に 持ち出されて は、 これまでの 苦心 も 水 

の 泡 だ) 

こう 思われる からであった。 

(俺 も 沼の 中の 島へ 行こう) 

—— 頼 母 は 飛 加 藤の 亜流の 後 を 追い、 沼の 方へ 小 

走った。 

頼 母が 沼の 縁へ 行きつ いた 時、 彼の 眼に 不思議な 光 

景が 見えた。 

月光に 薄光って いる 沼の 上 を、 飛 加 藤の 亜流と いう 



老人が、 植木 師 風のお 八重 を 連れ、 まるで 平地で も 歩 

くように、 悠々 と 歩いて 行く のであった。 重なって い 

た 浮 藻が 左右に 別れ、 水に 浮いて 眠って いた 鴨の 群が、 

これ も 左右に 別れる のさえ 見えた。 

(水 も 泥 も 深い 沼 だのに、 どうして 歩いて 行ける の だ 

ろう？) 

超自然的の 行動ではなくて、 水中に 堤防が 作られて 

いて、 陸から は それが 見えなかった が、 飛 加 藤の 亜流 

に は 解って いたので、 それ を 渡って 行った までで ある。 

しかし 頼 母に は 解って いなかつ たので、 呆然 佇んで 見 

ていたが、 



(そうだ、 飛 加 藤の 亜流に は、 出来ない こと はない は 

ずだった。 水 を 渡る ことな ど 何でもない のだろう。 … 

…飛 加 藤の 亜流に さえ 従いて 行けば、 こっちの 身 も 沼 

を 渡れる だろう) 

頼 母 は 沼の 中へ 入って 行った。 

しかし 数 間と は 歩け なかった。 水が 首まで 彼 を 呑ん 

だ。 蛭、 長 虫が 彼 を 目指し、 四方八方から 泳ぎ 寄って 

来た。 

「助けて くれ— ッ」 と 悲鳴 を 上げ、 頼 母 は 岸へ 帰ろう 

とした。 

しかし 深い 泥が 彼の 足 を 捉え、 彼 を 底の 方へ 引き込 



人々 の 運命 

(来たな！) と 主税は 雀躍した が、 相手 を 身近く 引 寄 

せようと して、 かえって 部屋の 隅へ 退いた。 

きぬ 

「あなた！」 とさながら 巾 を 裂く ような 声で、 倒れて 

いる 松 女が 叫んだ の は、 主馬 之 進が 階段 を 上り 尽くし、 

一 一階へ 現われた 時であった。 

よろめき 

「お 松！」 と 叫んで 蹣 跚々々 、 主馬 之 進 はお 松の 方へ 

走り 寄った。 

「 」 

「 」 



になって 荏 原 屋敷 を 守れ』 と …… その 時 妾 は どんな 

に 悲しく 『いいえ 妾 は あなたの 妻、 あなたが おな くな 

りなさい ました 後 は、 有髪の 尼の 心 持で、 あなた 様の 

ご 冥福 をお 祈りし』 『それで は 屋敷 は 滅びる ぞ！ 先 

袓 に対して 相 済まぬ！』 『では 妾 は 形ば かり 主馬 之 進 

様の 妻と なり …… 』 こうして 妾 は 良人の 死後 …… 」 

「その 御先 代の 死 態 だが …… 」 

いよいよ 迫る 死の 息の下で、 主馬 之 進 は 云いつ いだ _ 

「変死、 怪死、 他殺の 死と、 人々 によって 噂され、 そ 

れに 相違なかった が、 しかし 決して この 主馬 之 進が、 

手 をく だして 殺した ので もな く、 他人に すすめて 殺し 



てお 前た ちの、 思い込んで いたよう な 悪女で ない こと 

…… お 解り かお 解り か— なき 良人の 遺言 を 守つ 

て、 家の ために この 身 を 苦しめ …… でも、 もう 妾 は 生 

きていたくない— 可哀 そうな 主馬 様の 後 を 追い 

…：- J 

「お母様 ァ— ッ」 

「お母様 ァ— ッ」 

意外の 事の 真相に、 心 を顚動 させた 二人の 娘 は、 左 

右から 母へ すがりついた。 

「そうと は 知らず お母様 を 怨み …… 」 

「そうと は 知らず 主馬 之 進 殿 を 殺し …… 」 



し た かたき 

なお 階下に いる 敵の 輩 下 を、 討って 取ろうと 主税 

〔# 「主 税」 は 底本で は 「主悦 匕 や あやめ 達が、 二階から 

階下へ 龃け 下りる や、 飛 田 林 覚兵衛 が 先ず 逃走し、 そ 

の 他の 者 共 一人残らず、 屋敷から 逃げ出し 姿を消して 

しまった。 

こうして 今まで は 修羅の巷 として、 叫喚と 悲鳴と で 

充 たされて いた 屋敷 は、 静寂の 場と 化して しまった。 

わけても あけず の 館の 二階 は、 無数の 死骸 を 抱いた ま 

ま 凄じい 静か さに 包まれて いた。 

と、 その 部屋へ 雨戸の 隙から、 子供の ような 物が 飛 



び 込んで 来た。 

それ は 藤 八 猿であった。 

乱闘の 際に 懐中から 落とした、 主税 〔# 「主 税」 は 底 

本で は 「主悦 匕 の 持って いた 淀屋の 独楽が、 部屋の 片 

隅に ころがって いるのへ、 その 藤 八 猿 は 眼 を 付ける と、 

それ を 抱いて 部屋 を 飛び出し、 雨戸の 隙から 庭へ 下り、 

さらに 林の 中へ 走り込んだ。 

でも 古沼の 縁まで 来た 時、 その 独楽に も 飽きた と 見 

え、 沼 を 目掛けて 投げ込んだ。 

と 独楽 は自 ずと 動いて、 小島の 方へ 進んで 行った。 

飛 加 藤の 亜流が 超自然の 力で、 独楽 を 島の 方へ 招いた 



ので もあろう か。 いや やはり 長 虫が 巻き付い ていて、 

島の 方へ 泳いで 行った からで ある。 

お八 重よりも 一 層 生死 を 共に し、 苦難に 苦難 を 重ね 

たと ころの、 あやめと 主税 〔# 「主 税」 は 底本で は 「主 

悦匕 と は 夫婦に なリ、 一 旦は 辛労で 気絶した ものの、 

息吹き 返した 貞婦の 松 女 や、 妹娘のお 葉と 一 緒に、 荏 

原 屋敷に 住む ようにな つたの は、 それから 間もなくの 

ことで あり、 そういう 事実 を さぐり 知り、 主税 〔# 「主 

税」 は 底本で は 「主悦 匕 との 恋 を 断念した お八 重 は、 父 

の許秩 父の 山中へ も 帰らず、 飛 加 藤の 亜流の 弟子と な 



松 女が その後 有髪の 尼と して、 清浄の 生活 を 継続し、 

良人 や 主馬 之 進 をと むらいながら、 主税 〔# 「主 税」 は 

底本で は 「主悦 匕 夫婦 やお 葉に よって 孝養され たとい 

うこと や、 お葉が 良縁 を 求めながら、 その 優しい 心 持 

から、 藤 八 猿 を 可愛がり、 いつまでも 手放さなかった 

と いうよう な こと は、 あえて 贅言す る 必要 は あるまい。 
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